
  

多文化共生社会のための言語教育政策に向けて 

——―多文化児童のバイリンガル育成の視点から― 

 

ᯇ ⏣ 㝧 子 
 

１㸬࡟ࡵࡌࡣ 

１�１㸬♫఍ࡢከᩥ໬໬࡟ᑐᛂࡿࡍゝㄒᩍ⫱ᨻ⟇ 

 ことࡤというものは、生育の中で自↛習ᚓする㠃が኱きく、ẖ日の生活、ᛮ考のために

無ព㆑に౑用しているため、それが人㛫の᰿ᖿをなすものということを自ぬ的に考࠼るᶵ

会は多くない。ᛮ考するための言語、自ᕫを⾲現するための言語、家᪘とᚰを㏻ࡏࢃてࢥ

࣑ュニࢣーࣙࢩンするための言語を༑分に育成できない状況について、᝿いをᕠらすᶵ会

もあまりない。また、日本では、「ࣂイࣜン࢞ル」というと、日本語を母語とする人がⱥ語

と日本語をྠ➼に౑࠼る日ⱥ語のᆒ⾮したࣂイࣜン࢞ルをイメージすることが多く、それ

以外の஧言語、᫬には୕言語の⤌みྜࡏࢃで、多ᵝなレ࣋ルで言語を౑い分ࡅる人たࡕの

ことを୍⯡的にはあまりイメージされないだࢁう。ⱥ語というୡ⏺ඹ㏻言語になりつつあ

る≉Ṧな言語౑用のᾐ㏱についても、さまࡊまな㆟ㄽが行ࢃれているが、本✏では、日本

♫会のᒃఫ者として、ⱥ語だࡅでなく、中国語や韓国ᮅ㩭語、࣋ト࣒ࢼ語、࣏ルト࢞ル語、

スペイン語、フࣆࣜ࢕ノ語、➼、多ᵝな言語を家庭で౑用したり、家᪘のルーツの言語と

して学習したりしながら、ྠ᫬に日本語も生活࣭学習言語として౑用する」言語⎔ቃにあ

る児童たࡕのことについて考࠼たい。 

 21 ୡ⣖の♫会では、ୡ⏺中で人の⛣動のໃいが以๓にもቑしてᛴ⃭にຍ㏿している。日

本でも、2013 年の⤫ィでは外国人Ⓩ㘓者数が 206 ୓人を㉸1࠼、国際⤖፧家᪘も 21,000 ௳

にのࡰっている2。そのため、日本語に୙័れなఫẸの数もቑ࠼、ྛ自἞యでは、多言語で

情報提供を行うとこࢁがቑ࠼てきている。රᗜ┴の࣍ー࣒ページは 6 言語3、神ᡞᕷの࣍ー

࣒ページでは 8 言語で生活情報➼を提供している4。すなࡕࢃ、これまですべての情報が日

                                                           
1 法ົ省 在␃外国人⤫ィ H26.3 報㐨発⾲㈨ᩱより。 
 http://www.moj.go.jp/nyuukokukanri/kouhou/nyuukokukanri04_00040.html（2015.11.1 アクセス） 
2 ཌ生ປാ省 人ཱྀ動ែ⤫ィ ፧ጻ௳数の⾲より。 
 http://www.mhlw.go.jp/toukei/youran/indexyk_1_2.html（2015.11.1 アクセス） 
3 රᗜ┴බᘧ࣍ー࣒ページでは、日本語、ⱥ語、韓国ᮅ㩭語、中国語（⦾య࣭簡య）、フࣛンス語、ロࢩア語のページが

作成されている。 
 http://web.pref.hyogo.jp/fl/index.html（2015.11.1 アクセス） 
4 神ᡞᕷබᘧ࣍ー࣒ページでは、日本語、ⱥ語、中国語（⦾య࣭簡య）、韓国ᮅ㩭語、フࣛンス語、スペイン語、࣏ルト

࢞ル語、࣋ト࣒ࢼ語のページが作成されている。http://www.city.kobe.lg.jp/foreign/index.html（2015.11.1 アクセス） 
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本語に㝈定されて発信されていたのが、外国人ఫẸの多いᆅ᪉自἞యでは、必要性に応じ

て、多言語での情報提供をఱらかの形で行うという᪉㔪Ỵ定がなされているということで

ある。これは、自἞యレ࣋ルでの行ᨻの言語ᨻ⟇のኚ化と言࠼よう。 

 言語習ᚓに関する᪋⟇としての言語教育ᨻ⟇については、ᑠ学校࡬のⱥ語教育導ධとい

う動きが注┠されているが、୍᪉で、多文化化がᗈがりつつある学校教育現ሙでは、ぶと

ඹにᾏ外から⛣動してきた子ども達の日本語習ᚓのၥ㢟がクローࢬアップされ、年ᑡ者࡬

の日本語教育の㔜要性がㄆ㆑されるようになり、その対応のためにᆅ᪉自἞యやᨻᗓの᪋

⟇もᚎࠎに進ᒎしてきている5。しかしながら、その子ども達が家庭でぶとの࣑ࢥュニࢣー

ンに౑用している家庭言語である母語࣭⥅ᢎ語については、኱㒊分の児童が外国⡠でࣙࢩ

あることから、⚾的なၥ㢟として、ᨻᗓの言語教育᪋⟇としては࡯とࢇど㢳みられていな

い。その⤖ᯝ、子どもたࡕが母語を႙ኻし、家庭での࣑ࢥュニࢣーࣙࢩンに障害を᮶たし、

日本語習ᚓが学習に必要なレ࣋ルに達するまでの数年㛫に、ㄆ知的発達が㐜れ、自信をኻ

い、アイࢹン࢕ࢸ࢕ࢸのᦂらࡂにᡞᝨい、学校での学習からⴠࡕこࡰれるࢣースがቑ࠼て

きていること、それが進学や学校༞ᴗᚋの♫会参⏬に㈇のᙳ㡪をཬࡰしているといったၥ

㢟について、国のᨻ⟇レ࣋ルでは࡯とࢇどගがᙜてられていない。この状況を┤どし、言

語ᶒ࣭学習ᶒのどⅬからの言語保障6という考࠼᪉からも、多文化児童を㈇の連㙐にᕳき㎸

まないための᪋⟇を考࠼、ᙼらが多文化♫会のプࣛスの࢚ࢿルࢠーの※としてその言語㈨

※、文化㈨※が活用されるような言語育成を┠指す言語教育ᨻ⟇を実᪋していくことがႚ

⥭のㄢ㢟である。 

 言語ᨻ⟇にはさまࡊまなഃ㠃があり、多言語で情報提供したり、♫会参⏬ができるよう

にするといった多言語対応ᨻ⟇もその୍つであり、また、言語習ᚓや言語ᬑཬをどのよう

な᪉㔪で行っていくのかという言語教育ᨻ⟇もその୍つである。Kaplan and Baldauf（1997）

は「言語ᨻ⟇は、ある♫会、㞟ᅋやࢩス࣒ࢸにおࡅるィ⏬的な言語のኚᐜを達成するため

の考࠼や、法ᚊやつ๎、実㊶などの㞟ྜయである。（➹者訳）」（p.xi）とㄝ᫂している。そ

して、Cooper（1989）は、「言語ィ⏬7は♫会ኚᐜをకうものであり、言語ィ⏬そのものが、

ኚ化࡬の関୚であり、♫会ኚᐜの୍౛である。（➹者訳）」（p.164）と㏙べ、言語ィ⏬と♫会

的ኚᐜが┦஫にᐦ᥋に⤡みྜうものであることを指᦬している。すなࡕࢃ、どのような言

語教育を᥎進していくべきかは、♫会のኚᐜによってỴ定࡙ࡅられるというഃ㠃と、言語

教育ᨻ⟇のあり᪉によって♫会のኚᐜにもᙳ㡪をཬࡰすということである。日本語以外の

                                                           
5 文㒊科学省 ᾏ外子ዪ教育、ᖐ国外国人児童生徒教育➼に関する࣍ー࣒ページ（CLARINET  。↷ようこそ）参࡬
 http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/clarinet/main7_a2.htm（2015.10.11 アクセス） 
6 言語ᶒ࣭学習ᶒについてはᚋ㏙。言語ᶒ研究会（1999）➼、参↷。 
7 言語ィ⏬（language planning）という用語と言語ᨻ⟇（language policy）という用語がᏑ在し、ྠࡰ࡯⩏として౑ࢃれ

ているが、ⱝᖸのព࿡ྜいの㐪いがあるという指᦬もある。この㆟ㄽについては、ᯇ⏣（2009）の中でもㄽじている。

（pp. 7-8） 
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言語が家庭の言語として౑用されている状況にある子どもたࡕがቑຍしている௒日の♫会

状況のኚ化の中で、ᙼらの༑分な♫会参⏬をྍ能とする言語教育ᨻ⟇が必要とされている

とྠ᫬に、」言語⎔ቃにある子どもたࡕを日本語のࣔノࣜン࢞ル児童として教育すること

を⤯対的な価್としてᤊ࠼るか、母語࣭⥅ᢎ語をᑛ㔜し、ࣂイࣜン࢞ルとなりᚓる㐨をᙉ

化する教育ᨻ⟇をとっていくのかによって、┠指すべき多文化♫会の有りᵝがኚᐜしてい

くと考࠼られる。  

 多文化ඹ生♫会という用語も、現在ではᗈくὶᕸしてきているが、さまࡊまな解㔘がᏑ

在している。80 年௦に᭱ึにこの用語が౑ࢃれるようになったのは、在日ࣜࢥアンの人た

のᕪูとの㜚いの中から「ඹに生きる」というᴫᛕとして生まれてきたものであり（㔠ࡕ

2011）、「人ᶒ的アプローࢳ」と言࠼よう。そのᚋ、90 年௦ᚋ༙ࢁࡈからは、ᕷẸ活動に関

という⤌⧊を作るようになり、ᙅ者の立ሙに置かれる「ーࢱ多文化ඹ生セン」がࠎる人ࢃ

外国人をできるだࡅ支援していくという考࠼᪉がᗈがったが、これは「⚟♴的アプローࢳ」

と言࠼る8。そして、㏆年は、「♫会参⏬的アプローࢳ」として、すべての人がྠ➼にಶ人

の能力を༑分に発᥹して♫会参⏬ができるよう、♫会⎔ቃを作っていくという考࠼᪉や、

さらに、「♫会㈨※的アプローࢳ」として、多ᵝな言語࣭文化⫼ᬒを持つ人たࡕが♫会にと

って、さまࡊまなព࿡でのプࣛスの㈨※でありᚓるので、さまࡊまな言語࣭文化をᑛ㔜し、

育成していくべきであるという考࠼᪉などがᗈがってきていると考࠼られる9。本研究はこ

れら 4 つのアプローࢳのすべてをど㔝にධれて、多文化ඹ生♫会にྥࡅての言語教育ㄢ㢟

の୍つを考ᐹするものである。 

  

１�㸰㸬ᮏ◊✲ࡢ┠ⓗ࡜᪉ἲ 

 本研究は、୺として➹者とඹྠ研究者が 2007 年から行ってきた母語࣭⥅ᢎ語学習に関す

る科研によるㄪᰝ࣭研究10、2014 年から行っているトࣚࢱ㈈ᅋのຓ成஦ᴗに関ࢃるඹྠ研

究11、および、国ෆ外の多くのඛ行研究をもとに、母語࣭⥅ᢎ語教育を進ᒎさࡏることをめ

 。るものである࠼す言語教育ᨻ⟇提言のためのㄽⅬをᩚ理し、そのヨ᱌を考ࡊ
                                                           
8 1995 年の㜰神ῐ㊰኱㟈⅏の際に、多くの外国人が情報ᙅ者となり、ᕷẸの力でさまࡊまな支援がጞまったが、ᚋに「多

文化ඹ生センࢱー」というྡ⛠の NPO ができた。ሷཎ（2010）は、࢜ーストࣛࣜアの多文化୺⩏のᨻ⟇のኚ化につい

ての考ᐹの中で、「⚟♴多文化୺⩏」というᴫᛕについて「1980-90 年௦のປാඪᨻᶒ下でᙉㄪされた⛣Ẹྥࡅ♫会⚟

♴サーࣅスを୍⯡の行ᨻサーࣅスに⤌みධれることを┠指す『୺ὶ化（mainstreaming）』という考࠼᪉がព࿡していた

ことであった」とㄽじている。（p.50） 
9 ࢜ーストࣛࣜアの言語ᨻ⟇においても、⛣Ẹの言語を「ၥ㢟」としてᤊ࠼た᫬௦から、「ᶒ฼」というどⅬがᙉまる᫬

௦、そして、「㈨※」というどⅬをᙉㄪしてྲྀり⤌む᫬௦࡬とኚ化してきている。（ᯇ⏣ 2009） 
10 ①ᖹ成 19-21 年ᗘ ᇶ┙研究（C）「外国人児童の母語学習支援をめࡄるࢿット࣡ーク形成の国際ẚ㍑」研究௦⾲者 ᯇ

⏣㝧子 ②ᖹ成 22-24 年ᗘᇶ┙研究（C）「外国人児童࡬の母語学習支援యไのᵓ⠏に関する国際ẚ㍑研究」研究௦⾲

者 ᯇ⏣㝧子 ճᖹ成 25-27 年ᗘᇶ┙研究（C）「国際家᪘と学校࣭NPO をつなࡄ母語࣭ࣂイࣜン࢞ル教育支援̿言語

㈨※育成のどⅬ」研究௦⾲者 ᯇ⏣㝧子（①からճの研究分ᢸ者：㔝ὠ㝯ᚿ、ஂ保⏣┿ᘪ、஝⨾⣖、ⴠྜ知子） 
ット࣡ークࢿるࡆの言語形成に考៖した教育⎔ቃᩚഛ஦ᴗ̿韓国との連携でᗈࡕイࣜン࢞ル⎔ቃで育つ子どもたࣂ」 11

ᵓ⠏࡬」（௦⾲ ྜྷᐩᚿὠ௦） 
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 本研究では、多文化♫会がᗈがりつつある中で、」言語⎔ቃで育つ多文化児童も༑分に

自ᕫの能力をఙ㛗さࡏる学習ᶵ会をᚓて、自ᕫの言語㈨※を活用して♫会参⏬ができ、さ

らにそれが♫会にとってプࣛスの࢚ࢿルࢠーになるような、よりよいඹ生♫会をᵓ⠏する

ことをめࡊす⎔ቃを作るためには、どのような言語教育ᨻ⟇が必要かを考ᐹすることに↔

Ⅼをᙜてる。さらに、それは୍⯡児童にとって、どのようなインパクトがあるかについて

もㄽじたい。 

 

㸰㸬⏝ㄒࠕ࡚̿࠸ࡘ࡟ከᩥ໬ඣ❺ ẕㄒ࣭⥅ᢎㄒࠕࠖ  ࠖࣝ࢞ࣥࣜ࢖ࣂࠕࠖ

 本✏では、ᾏ外からぶとඹに日本に⛣りఫむようになった子どもたࡕ、または、ぶがᾏ

外生まれで本人は日本生まれの子どもたࡕ、国際⤖፧家庭の子どもたࡕ、➼、外国につな

がる子どもたࡕのうࡕ、୺としてᑠ中学生に↔Ⅼをᙜて、「多文化児童」という用語を౑う

こととする。これまで、このような子どもたࡕについては、外国人児童生徒12、ニュー࢝マ

ーの子どもたࡕ、外国にルーツのある子どもたࡕ、外国につながる子どもたࡕ、⛣動する

子どもたࡕ、多文化な子どもたࡕ、CLD 児童（Culturally Linguistically Diverse children）、言

語ᑡ数ὴの子どもたࡕ、など、さまࡊまな用語が౑ࢃれてきているが、国⡠が外国⡠とは

㝈らず、必ずしも⛣動する子どもたࡕだࡅでもなく、多㠃的なᵝ┦をྵむため、用語のタ

定が㞴しい。ここでは、家庭⎔ቃやルーツについて、஧つ以ୖの文化、言語に関ࢃる子ど

もたࡕ（୺としてᑠ中学生）を「多文化児童」という用語で⾲現するものとする。 

 また、「母語࣭⥅ᢎ語」という用語も、さまࡊまなព࿡をྵむものであり、国によっても

᫬௦によっても౑用状況が␗なっている。たとࡤ࠼、࢝ ͂、では以๓はࢲࢼ heritage language’

（⥅ᢎ語）がᗈく౑ࢃれていたが、㏆年、͂ home language’（家庭言語）という用語によっ

てそのព࿡を♧しているࢣースが多くなっているようである13。「母語」というᴫᛕについ

て、Skutnabb-Kangas（1981, p.18）は、᭱ึにぬ࠼たことࡤ、もっとも自⏤に౑࠼ることࡤ、

もっとも㢖⦾に౑うことࡤ、自分がᖐᒓព㆑を持てることࡤ、ないしは௚者がそのように

ุ断することࡤ、という定⩏をしている。「母語」というと、母ぶの言語というイメージが

ᙉく、∗ぶから⥅ᢎした言語のሙྜには㐪࿴ឤがឤじられる14。また、必ずしも、母ぶが子

どもに教࠼たことࡤということではなくても、♽∗母の௦で⛣動してきたሙྜ、母ぶがそ

                                                           
12 文科省の用語では、ᑠ学生は児童、中学生以ୖは生徒というように༊ูして౑っているが、本✏では、୧者をまとめ

て「児童」としている。 
13 ࢜ン࢜ࣜࢱᕞの学校教育では、㏆年、「国際語」という࢝ࣜࢦࢸーの用語が౑ࢃれている。（ⴠྜ࣭ᯇ⏣ 2014, p.107）

⛣Ẹ児童が家庭で౑っている言語というព࿡で「家庭言語」という言葉も౑ࢃれている。（Chumak-Horbatsch 2012, 
pp.13-14, ➼）アメࣜ࢝では、1990 年௦ࢁࡈから ‘heritage language’ という用語がᗈがってきた。（Hornberger and Wang 
2008, p.3）࢜ーストࣛࣜアでは、⛣Ẹの࣑ࢥュニ࢕ࢸ言語というྡ⛠がᗈく౑ࢃれている。（ᯇ⏣ 2009, 2011） 

14 ୧ぶが㐪う言語を話す家庭のሙྜは஧つの言語をྠ᫬に習ᚓしていくこともあり、母語を஧つ持っている状況になる。 
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の言語を႙ኻしてしまい、子どもが᪂たに母ぶのルーツのことࡤを習ᚓするということも

ྵめて、「⥅ᢎ語」という用語を౑う᪉が㐺ษなሙྜもある。子どもたࡕにとって自分のル

ーツを⥅ᢎしていく言語というどⅬが必要であるが、⥅ᢎ語ということࡤのニュアンスと

して、ぶとの࣑ࢥュニࢣーࣙࢩンに౑ࢃれることࡤ、子どもの᫬に᭱ึに習ᚓしたᇶ┙と

なる言語というព࿡ྜいがⱝᖸ、ᕼⷧにឤじられてしまうこともある。そこで、本✏では

୧᪉のព࿡をໟྵさࡏるため、「母語࣭⥅ᢎ語」とグ㏙する。 

日、ࡤ࠼まな定⩏や౑い᪉がある。たとࡊという用語についてもさま「イࣜン࢞ルࣂ」 

本では♫会的有用性の㧗いⱥ語と日本語とのࣂイࣜン࢞ルのイメージがᙉく、これは「୺

ὶὴࣂイࣜン࢞ル（majority bilingual）」であり、それに対して、マイノࣜ࢕ࢸ言語と日本語

のࣂイࣜン࢞ルは、「ᑡ数ὴࣂイࣜン࢞ル（minority bilingual）」と言࠼る。（ᒣ本 2014, 

pp.14-15）また、᏶඲に஧つの言語をྠ➼に習ᚓし㐠用できるᆒ⾮ࣂイࣜン࢞ル （balanced 

bilingual） だࡅでなく、୍つの言語がඃໃとなった言語で、もう୍つの言語は日ᖖ的に㐠

用できるレ࣋ルにある೫㔜ࣂイࣜン࢞ル（dominant bilingual） というࢣースもある。さら

に、୧᪉が༑分に発達していない（஧㔜）㝈定ࣂイࣜン࢞ル（double limited bilingual, ࢲブ

ル࣑ࣜ࢕ࢸッࢻ）というࢣースもある。（ྠୖ, pp.10-11）本✏では、これらのうࡕのᑠ数ὴ

イࣜン࢞ルを┠指ࣂイࣜン࢞ル、ないしは೫㔜ࣂ⾮イࣜン࢞ルが୺たる対㇟となり、ᆒࣂ

すというព࿡で用いている。そして、㝈定ࣂイࣜン࢞ル（ࢲブル࣑ࣜ࢕ࢸッࢻ）になるࢣ

ースについてのၥ㢟をど㔝にධれてㄽじる。 

 

㸱㸬ඛ⾜◊✲ 

 本研究の⫼ᬒとなる母語࣭⥅ᢎ語習ᚓとࣂイࣜン࢞ル育成に関する研究としては、࢝ࢼ

のࢲ Jim Cummins の研究が 1980 年௦からᗈく知られるようになり、この分㔝の㦵格をなす

研究となっている。 ࣑࢝ンࢬはࣂイࣜン࢞ル育成のメ࢝ニ࣒ࢬとして「┦஌ຠᯝを生むຍ

⟬的ࣂイࣜン࣒࢞ࣜࢬ」「஧言語┦஫౫Ꮡ」「会話力࣭教科学習言語能力」「対人࣑ࢥュニࢣ

ーࣙࢩン活動඘㊊」という㸲つのᰕをᡴࡕฟしている。（中ᓥ 2010, pp.28-33, ࣑࢝ンࢬ 2011, 

pp.27-35, ௚）≉に、「஧言語┦஫౫Ꮡ」のཎ๎（➨୍言語の知㆑が➨஧言語の習ᚓにᙳ㡪

するという理ㄽ）、「㌿⛣」（➨୍言語の知㆑が➨஧言語習ᚓに⛣行しᚓるという理ㄽ）、「し

きいㄝ」（୧言語がୖのしきいを㉺࠼るとㄆ知㠃にプࣛスになるが、୧言語が下のしきい以

下の状ែではマイࢼスのᙳ㡪があるという理ㄽ）、「生活言語（BICS: basic interpersonal 

communication skills）」と学習言語（CALP: cognitive academic language proficiency）」の㐪いのㄆ㆑

などの理ㄽᯟ⤌みが኱きなᙳ㡪力を持ってきている。 
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（Cummins and Swain 1986, p.83, Figure 5.3 をもとに➹者作成） 

 

 さらに、学校教育の現ሙでの♫会的な力関ಀと⤖びつࡅたどⅬから、࢚ンパ࣡ーメント

を「力をඹに๰りだすこと」と定⩏し、「ᢚᅽ的♫会から༠ാ的♫会࡬のኚ㠉をど㔝にධれ

てマイノࣜ࢕ࢸ児童࣭生徒を࢚ンパ࣡ーするᯟ⤌み」としての「࢚ンパ࣡ーメント理ㄽ」

をᒎ開している。（࣑࢝ンࢬ 2011）ලయ的な教ᤵ法について、࢚ンパ࣡ーメント理ㄽやࣂイ

ࣜン࢞ル理ㄽにᇶ࡙き、ಶ人のアイࢹン࢕ࢸ࢕ࢸをᢞᙳさࡏて多ᵝな言語力を持つ人たࡕ

が༠ാしながら学ࡪ「アイࢹン࢟ࢸ࣭࢕ࢸ࢕ࢸスト」という教育手法も開発している。

（Cummins & Early 2011, 中ᓥ 2010, pp.222-225） 

 ࣑࢝ンࢬのⴭ作や理ㄽをᗈく日本に紹介し、母語࣭⥅ᢎ語の教育࣭研究に኱きく㈉⊩し

ている中ᓥ࿴子は『マルࣜࢳン࢞ル教育࡬のᣍᚅ̾̾言語㈨※としての外国人࣭日本人年ᑡ

者』（2010）の中で、国ෆ外のࣂイࣜン࢞ルに関する研究や実ែをヲ⣽に解ㄝするとඹに、

かれらの言語を「㈨※」と考࠼て育成するという࣑࢝ンࢬらの理ᛕをᙉくᡴࡕฟしている。

そして、日本のㄢ㢟として「ࣔノࣜン࢞ルのどⅬに␃まらず、多言語能力を持つ♫会実現

のためには、♫会的マルࣜࢳン࣒࢞ࣜࢬ（social multilingualism）のどⅬに立った国レ࣋ル

の言語ᨻ⟇がᛴົであるとྠ᫬に、ಶࠎ人の」言語能力（individual plurilingualism）をフル

にఙࡤす言語教育᪋⟇も᥎進されるべきであࢁう。」（p.376）と୺ᙇしている。 

 1990 年௦ᚋ༙から 2000 年௦には、日本語教育の分㔝でもᒃఫ者࣭年ᑡ者に対する日本語

教育が注┠されるようになり、これからのあるべきጼをᶍ⣴する研究がᗈがっている。ᒸ

ᓮ╎は、「多文化࣭多言語ඹ生᫬௦の日本語教育̿ඹ生言語としての日本語学習」（2005）

というㄽ考の中で、日本語母語話者と㠀母語話者の᥋ゐሙ㠃で౑用される日本語を「ඹ生

言語」とつ定して、母語ሙ㠃で౑ࢃれる日本語とษり㞳し、日本語母語話者もඹ生日本語

を学ࡪことを提㉳し、関連のㄽ考を多数発⾲している。（ᒸᓮ╎ 2005, 2007） 母語を౑っ

た教科学習の必要性も注┠されるようになり、ᒸᓮᩄ㞝のㄽ考として「年ᑡ者日本語教育

と母語保持研究」（ᒸᓮ 1998）がᒎ開され、そのᚋ、「言語生ែ学」のどⅬから「日本語࣭

言語1（母語） 言語2（日本語）

⾲ᒙ㠃

῝ᒙ㠃（ඹ有㠃）

ᅗ㸯：ࣂイࣜン࢞ル力のịᒣࣔࢹル
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と母語保持研究」（ᒸᓮ 1998）がᒎ開され、そのᚋ、「言語生ែ学」のどⅬから「日本語࣭

言語1（母語） 言語2（日本語）

⾲ᒙ㠃

῝ᒙ㠃（ඹ有㠃）

ᅗ㸯：ࣂイࣜン࢞ル力のịᒣࣔࢹル

  

母語┦஫育成学習」についての研究がᗈがっている。（ᒸᓮ 2005, Ύ⏣ 2007, ➼） ✕⣚ 

（2015）は、これらのㄽ考をᇶ♏として、母語と日本語の会話力のㄆ知㠃の関ಀを精ᰝし、

母語による言語活動との関ಀも分ᯒしたう࠼で、言語ᑡ数ὴの子どもに必要な言語的支

援࣭㠀言語的支援について「生ែ学的支援ࢩス࣒ࢸのᵓ⠏」というどⅬから考ᐹする研究

を行っている。これらの研究は、母語の活用が日本語習ᚓにも኱きくᙺ立つことを㔜どし

ているが、母語をయ⣔的に育成することを┠指すものではない。 日本語教育学会ㄅの『日

本語教育』➨ 128 ྕ（2006）では、年ᑡ者日本語教育を≉㞟しており、その中で、➗ᕝ‮

子の「年ᑡ者教育におࡅる母語保持࣭ఙᙇを考࠼る」というㄽ考がᥖ㍕され、日本語教育

の分㔝でも母語に関するㄢ㢟がྲྀりୖࡆられるようになってきている。 

 ᨻ⟇㠃では、⏣ᑼⱥ୕⦅『日本語教育ᨻ⟇ウ࢜ッࢳ 2008̿定ఫ化する外国人᪋⟇をめࡄ

って』（2009）や、日本語教育ᨻ⟇マスࢱープࣛン研究会『日本語教育でつくる♫会̿⚾た

のぢྲྀりᅗ』（2010）などがあり、定ఫ外国人の日本語教育のၥ㢟Ⅼを᫂確にしつつ、こࡕ

れまでのሙᙜたり的な対応や࣎ࣛン࢕ࢸアに኱きく౫Ꮡするయไなどからのኚ㠉をッ࠼て

いる。๓者は、日本語教育ᨻ⟇のၥ㢟Ⅼについてのㄽ考であり、母語習ᚓの必要性を積極

的にᨻ⟇としてᥖࡆるものではない。ᚋ者の中では、言語ᶒ࣭学習ᶒについても考ᐹされ

ており、母語の学習ᶒについても言ཬされている15。また、日本の言語ᨻ⟇について、ᐩ㇂

⋹子（2014）は、日本語教育のᨻ⟇ㄢ㢟やニュー࢝マーの♫会参ຍの必要性をㄽじるとと

もに、「」言語࣭」文化を持つことをマイࢼスとしてᤊ࠼るのではなく、♫会の኱いなる㈨

※としてᙺ立てることのできるという発᝿の下で、ニュー࢝マーの言語ᶒを保障するため

に国としての言語ᨻ⟇がᡴࡕฟされるべきではないだࢁうか。」（p.20）とㄽじている。 

 日本におࡅる多文化児童の言語状況に↔Ⅼをᙜてた研究も2000年௦にはᗈがりをぢࡏて

いる。中ᓥ࿴子は「࣏ルト࢞ル語を母語とする国ෆᑠ࣭中学生のࣂイࣜン࢞ル会話力の習

ᚓ」（2005）➼の多数の実ド研究を行っており、㧗ᶫ᭸子（2009）『中国ᖐ国者୕ୡ࣭ᅄୡ

の学校࢚スノࣛࢢフ࢕ー̿母語教育から⥅ᢎ語教育࡬』は中国ᖐ国者の 3࣭4 ୡの子どもた

に↔Ⅼをᙜて、かれらの母語࣭日本語の୧言語の学習、発達状況を精ᰝしている。Ḉ஭ࡕ

༓✑（2008）はスペイン語を母語とする子どもについて、その୧言語を発達さࡏる学校教

育について考ᐹを行っている。その中で、外国人児童の学びを促す在⡠学⣭のᯟ⤌みを考

が㔜要でࡅのാきか࡬の「言語ព㆑」ࡕそれを༑分に活かすには、௚の日本人児童た、࠼

あることを指᦬している。母語࣭⥅ᢎ語教育の現状についての考ᐹも多数行ࢃれている。

ᯇ⏣㝧子（2010）は、රᗜ┴の現状、┿ᔱ₶子࣭௚（2010）は、኱㜰ᗓ࣭රᗜ┴の現状、

▼஭⨾ె（1999）は神ዉᕝ┴ෆの母語教ᐊについて報告している。 

                                                           
15 ᖹ㧗࣭ᒣ⏣「言葉にかかࢃるᶒ฼を考࠼る̿言語学習ᶒ（日本語࣭母語）」（2010, pp.81-95） 

人文論集　第 51 巻

多文化共生社会のための言語教育政策に向けて
－多文化児童のバイリンガル育成の視点から－

89



  

 母語教ᐊでලయ的にどういう学びが実㊶されているかについて、ⴠྜ知子（2012）、໭ᒣ

ኟᏘ（2012）がබ立ᑠ学校で行ࢃれている࣋ト࣒ࢼ語教ᐊについて、ᯇ⏣㝧子࣭中ᒣᑦ子

（2010a）はබ立ᑠ学校での中国語教ᐊの活動についてのㄪᰝ研究を行い、それらの母語教

ᐊのព⩏を確ㄆする作ᴗをしている。その中で、≉に、ぶのព㆑、教ᖌや学校をྵむ♫会

඲యのព㆑のኚ㠉、ぶと学校と行ᨻとの連携の㔜要性を指᦬している。これらの研究は、

母語࣭⥅ᢎ語教育のㄢ㢟にྲྀり⤌むには、ᙜ஦者のみならず、࿘ᅖの♫会඲యのព㆑ኚ㠉

が必要であるということを実ドしようとするものである。また、ᯇ⏣㝧子࣭ 中ᒣᑦ子（2010b）

は、母語࣭⥅ᢎ語のព㆑が成㛗とඹにどうኚᐜしていくかというഃ㠃に↔Ⅼをᙜてたㄪᰝ

を行っている。 

 多文化児童の生活や教育にᐦ╔した研究もᗈがってきており、たとࡤ࠼、ᐑᓮᖾỤ（⦅）

（2014）は、『日本にఫむ多文化の子どもと教育̿ことࡤと文化のはࡊまで生きる』の中で、

ペルー、࣋ト࣒ࢼ、࢝ン࣎ジアにルーツのある子どもたࡕの஦౛を᳨ド࣭分ᯒし、かれら

の┤㠃することࡤのၥ㢟とアイࢹン࢕ࢸ࢕ࢸに関ࢃる教育ㄢ㢟をᾋき᙮りにしている。 

 ᾏ外での母語࣭ ⥅ᢎ語教育に関連した言語教育ᨻ⟇について、ⴠྜ知子࣭ ᯇ⏣㝧子（2014）

は࢝ࢲࢼの⥅ᢎ語㈨※育成のための教育実㊶に関する研究を行い、学習࡬の「⤫ྜ的動ᶵ

௜ࡅ」に↔Ⅼをᙜてて考ᐹしている。ᯇ⏣（2011）の「多言語㈨※の開発をめࡊす࢜ース

トࣛࣜア」は、࢜ーストࣛࣜアの⛣Ẹの࣑ࢥュニ࢕ࢸ言語（母語࣭⥅ᢎ語）をめࡄるᨻ⟇

について現ᆅㄪᰝをもとに考ᐹし、国家の言語ᨻ⟇が母語࣭⥅ᢎ語教育の᥎進にどのよう

にᙳ㡪を୚࠼ているかについてㄽじている16。࢜ ーストࣛࣜアでは、国家の言語ᨻ⟇におࡅ

る᪉㔪にもと࡙き、ᨻᗓのண⟬ᥐ置による支援をཷࡅて、࣑ࢥュニ࢕ࢸ言語教ᐊ（母語࣭

⥅ᢎ語教ᐊにᙜたるもの）が㐠Ⴀされ、教ᖌの育成、教材や࢝ࣜ࢟ュ࣒ࣛ開発も行ࢃれ、

国家レ࣋ルでの連携を促す⤌⧊࡙くりもされていることを指᦬している。それは、国家レ

࣋ルでの言語教育ᨻ⟇により、᫂♧的にそのព⩏がබㄆされていることの⤖ᯝであると考

  。られる࠼

 ῰㇂ㅬḟ㑻࣭ᑠᔱຬ（2007）『言語ᶒの理ㄽと実際』や、言語研究会⦅（1999）『ことࡤ

のᶒ฼̿言語ᶒとはなにか』➼では言語ᶒのၥ㢟に↔Ⅼがᙜてられている。言語ᶒのල࡬

య的なෆᐜについては、「ୡ⏺言語ᶒᐉ言」にᇶ࡙き、「まず➨୍に、自㞟ᅋの言語と自ᕫ

ྠ୍化し、これを学校において習ᚓし、またබඹᶵ関で౑用するᶒ฼、そして➨஧にᙜヱ

ᆅᇦのබ用語を学習するᶒ฼がᣲࡆられている。」（p.10）というㄝ᫂がなされている。つま

り、日本の状況では、多文化児童は、自㌟の母語࣭⥅ᢎ語を学校において習ᚓし、බ的に

                                                           
16 ࢜ーストࣛࣜアでは、母語࣭⥅ᢎ語というᴫᛕについて、බ的文᭩では「࣑ࢥュニ࢕ࢸ言語」という用語でᢅࢃれて

いる。ᯇ⏣（2009）『多文化♫会࢜ーストࣛࣜアの言語教育ᨻ⟇』では、࣑ࢥュニ࢕ࢸ言語をྵむ࢜ーストࣛࣜアの言

語教育ᨻ⟇の඲ᐜについてㄽじている。 
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ኟᏘ（2012）がබ立ᑠ学校で行ࢃれている࣋ト࣒ࢼ語教ᐊについて、ᯇ⏣㝧子࣭中ᒣᑦ子

（2010a）はබ立ᑠ学校での中国語教ᐊの活動についてのㄪᰝ研究を行い、それらの母語教

ᐊのព⩏を確ㄆする作ᴗをしている。その中で、≉に、ぶのព㆑、教ᖌや学校をྵむ♫会

඲యのព㆑のኚ㠉、ぶと学校と行ᨻとの連携の㔜要性を指᦬している。これらの研究は、

母語࣭⥅ᢎ語教育のㄢ㢟にྲྀり⤌むには、ᙜ஦者のみならず、࿘ᅖの♫会඲యのព㆑ኚ㠉

が必要であるということを実ドしようとするものである。また、ᯇ⏣㝧子࣭ 中ᒣᑦ子（2010b）

は、母語࣭⥅ᢎ語のព㆑が成㛗とඹにどうኚᐜしていくかというഃ㠃に↔Ⅼをᙜてたㄪᰝ

を行っている。 

 多文化児童の生活や教育にᐦ╔した研究もᗈがってきており、たとࡤ࠼、ᐑᓮᖾỤ（⦅）

（2014）は、『日本にఫむ多文化の子どもと教育̿ことࡤと文化のはࡊまで生きる』の中で、

ペルー、࣋ト࣒ࢼ、࢝ン࣎ジアにルーツのある子どもたࡕの஦౛を᳨ド࣭分ᯒし、かれら

の┤㠃することࡤのၥ㢟とアイࢹン࢕ࢸ࢕ࢸに関ࢃる教育ㄢ㢟をᾋき᙮りにしている。 

 ᾏ外での母語࣭ ⥅ᢎ語教育に関連した言語教育ᨻ⟇について、ⴠྜ知子࣭ ᯇ⏣㝧子（2014）

は࢝ࢲࢼの⥅ᢎ語㈨※育成のための教育実㊶に関する研究を行い、学習࡬の「⤫ྜ的動ᶵ

௜ࡅ」に↔Ⅼをᙜてて考ᐹしている。ᯇ⏣（2011）の「多言語㈨※の開発をめࡊす࢜ース

トࣛࣜア」は、࢜ーストࣛࣜアの⛣Ẹの࣑ࢥュニ࢕ࢸ言語（母語࣭⥅ᢎ語）をめࡄるᨻ⟇

について現ᆅㄪᰝをもとに考ᐹし、国家の言語ᨻ⟇が母語࣭⥅ᢎ語教育の᥎進にどのよう

にᙳ㡪を୚࠼ているかについてㄽじている16。࢜ ーストࣛࣜアでは、国家の言語ᨻ⟇におࡅ

る᪉㔪にもと࡙き、ᨻᗓのண⟬ᥐ置による支援をཷࡅて、࣑ࢥュニ࢕ࢸ言語教ᐊ（母語࣭

⥅ᢎ語教ᐊにᙜたるもの）が㐠Ⴀされ、教ᖌの育成、教材や࢝ࣜ࢟ュ࣒ࣛ開発も行ࢃれ、

国家レ࣋ルでの連携を促す⤌⧊࡙くりもされていることを指᦬している。それは、国家レ

࣋ルでの言語教育ᨻ⟇により、᫂♧的にそのព⩏がබㄆされていることの⤖ᯝであると考

  。られる࠼

 ῰㇂ㅬḟ㑻࣭ᑠᔱຬ（2007）『言語ᶒの理ㄽと実際』や、言語研究会⦅（1999）『ことࡤ

のᶒ฼̿言語ᶒとはなにか』➼では言語ᶒのၥ㢟に↔Ⅼがᙜてられている。言語ᶒのල࡬

య的なෆᐜについては、「ୡ⏺言語ᶒᐉ言」にᇶ࡙き、「まず➨୍に、自㞟ᅋの言語と自ᕫ

ྠ୍化し、これを学校において習ᚓし、またබඹᶵ関で౑用するᶒ฼、そして➨஧にᙜヱ

ᆅᇦのබ用語を学習するᶒ฼がᣲࡆられている。」（p.10）というㄝ᫂がなされている。つま

り、日本の状況では、多文化児童は、自㌟の母語࣭⥅ᢎ語を学校において習ᚓし、බ的に

                                                           
16 ࢜ーストࣛࣜアでは、母語࣭⥅ᢎ語というᴫᛕについて、බ的文᭩では「࣑ࢥュニ࢕ࢸ言語」という用語でᢅࢃれて

いる。ᯇ⏣（2009）『多文化♫会࢜ーストࣛࣜアの言語教育ᨻ⟇』では、࣑ࢥュニ࢕ࢸ言語をྵむ࢜ーストࣛࣜアの言

語教育ᨻ⟇の඲ᐜについてㄽじている。 

  

౑用するᶒ฼、そして、日本語を学習するᶒ฼を有するものであるということをព࿡する。

また、ࢁう者の手話言語についても「言語ᶒ」の考࠼᪉から、その習ᚓの保障についてㄽ

じられている。（ྠୖ） 

 

㸲㸬ᩥ部⛉Ꮫ┬ࡢእᅜேඣ❺⏕ᚐ࡟ᑐࡿࡍゝㄒᩍ⫱ᨻ⟇ 

 1990 年の「ฟධ国⟶理ཬび㞴Ẹㄆ定法の୍㒊をᨵ正する法ᚊ」の᪋行により、日⣔人の

ປാがྍ能になり、90 年௦には、ブࣛジルやペルーをはじめとする日⣔人ニュー࢝マーの

᮶日がᛴቑした。以ᚋ、中国人、フࣆࣜ࢕ン人、࣋ト࣒ࢼ人などもቑຍしてきている。そ

して、ぶにకって᮶日した日本語ᮍ習ᚓの外国人児童生徒のබ立学校࡬の中㏵ධ学がቑ኱

するようになった。日本語や日本文化のࢃからない児童のཷࡅධれែໃのなかった学校現

ሙのΰ஘により、これらの児童生徒࡬の日本語指導の必要性のㄆ㆑が文科省でも㧗まり、

日本語支援の᪋⟇については、教員の㓄置、教員研ಟの実᪋、JSL（Japanese as a Second 

Language）࢝ࣜ࢟ュ࣒ࣛの開発➼、୙༑分ながらも、ᚎࠎにᗈがってきている17。1991 年

に、ึめて文㒊省（ᙜ᫬）が日本語教育を必要とする外国人のᑠ中学生のㄪᰝを行い、そ

の᫬Ⅼでは 5,463 人であったとされる。（ኴ⏣ 2000, p.15）2014 年の文㒊科学省のㄪᰝ18で

は、ᑠ࣭中࣭㧗校、≉ู支援学校などに在学する日本語指導が必要な外国人、および日本

国⡠の児童生徒は 29,198 人となり、91 年とẚべると⣙ 5.5 ಸ㏆くになっている。また、බ

立学校の外国人児童生徒の在⡠⥲数は、73,289 人（H26.5.1 現在、文㒊科学省「学校ᇶ本ㄪ

ᰝ」）である。これ以外に、外国人学校で学ࡪ子どもたࡕや、୙ᑵ学➼でᢕᥱされていない

子どもたࡕもかなりᏑ在する。また、現在では、外国⡠だࡅでなく、日本国⡠であっても

ᾏ外から⛣動してくる子どもたࡕ、国際⤖፧家᪘の子どもたࡕなど、さまࡊまな⫼ᬒによ

って日本語がᮍ習ᚓの児童がቑ࠼ていることも᫂らかになってきている。 

 しかしながら、これらの数としてᢕᤊされているのは、多くのሙྜ、ྛ学校の教ᖌの୺

ほ的なุ断によるもので、᫂確な評価ᇶ‽が౑用されているࡅࢃではなく、学校での学習

についていࡅる言語力（学習言語力）を有しているかどうか、᫂確にはᢕᥱされていない。 

 ୍᪉、母語のできる支援者が母語を活用して学習支援を行うことの必要性については文

科省の教育指㔪として言ཬされるようになり、「指導を⿵ຓする者は、必要に応じて㓄置し、

日本語指導ᢸᙜ教員が作成した指導ィ⏬にᇶ࡙き、ᙜヱ教員が行う日本語指導や教科指導

                                                           
17 ᭱᪂のᖐ国࣭外国人児童生徒➼に対する文㒊科学省の᪋⟇について H.27.7.1 研ಟ㈨ᩱを参↷。 
 http://www.bunka.go.jp/seisaku/kokugo_nihongo/kyoiku/todofuken_kenshu/h27_hokoku/pdf/shisaku03.pdf（2015.10.1 アクセス） 
18 以下のࢹーࢱは、文㒊科学省「日本語指導が必要な児童生徒のཷࡅධれ状況➼に関するㄪᰝ（ᖹ成 26 年ᗘ）の⤖ᯝに

ついて」（H27.4 発⾲）より。http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/27/04/1357044.htm（2015.10.10 アクセス）言語ู（外

国⡠のሙྜ）では、࣏ルト࢞ル語、中国語、スペイン語、フࣆࣜ࢕ノ語、࣋ト࣒ࢼ語、ⱥ語、韓国ᮅ㩭語、が多く、

日本国⡠のሙྜでは、フࣆࣜ࢕ノ語、中国語、日本語、ⱥ語、࣏ルト࢞ル語、その௚、となっている。 
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➼の⿵ຓや児童生徒の母語による支援を行うものとする。」と᫂♧されている19。 

 しかしながら、母語をᑛ㔜しながら日本語を習ᚓさࡏるという理ᛕや、日本語を習ᚓす

るにకって、ᛴ㏿に母語を႙ኻし、日本語が༑分に理解できない୧ぶとの࣑ࢥュニࢣーࢩ

ࣙンに支障を᮶している子どもたࡕがቑ࠼つつあることについて、これらの᪋⟇ではගが

ᙜてられていない。また、日本語が⤯対的なᆅ఩にあり、文化的ྠ化ᅽ力のᙉい学校や♫

会⎔ቃの中で、家庭でぶとの࣑ࢥュニࢣーࣙࢩンに౑っていることࡤにྰ定的なイメージ

を持つようになり、自分のルーツ࡬の㈇のイメージを持ࡕ、学習に必要な日本語力も༑分

に発達ࡏず、本᮶持っている学習能力が発᥹されないまま学校生活を㏦るこどもたࡕのၥ

㢟にどう対応するのかということについて、国の᪋⟇はᏑ在していない。 

 

㸳㸬ከᩥ໬ඣ❺ࡢゝㄒㄢ㢟 

㸳�１㸬ከᩥ໬ඣ❺ࡢゝㄒㄢ㢟ࡢከᵝᛶ 

 多文化児童の言語状況は㠀ᖖに多ᵝであり、そのことが、母語学習支援についてのྲྀり

⤌みㄢ㢟を」㞧にしているというഃ㠃がある。まず、ಶ人的要ᅉとして᮶日᫬の年㱋のᙳ

㡪が኱きいと考࠼られる。中ᓥ（2010）は、஧言語の習ᚓについて、9㹼10 ṓ以๓を言語形

成ᮇ๓༙、それ以ᚋを言語形成ᮇᚋ༙としている（pp.22-28）。そして、言語形成ᮇᚋ༙に

⛣動したሙྜは、すでに母語࣭⥅ᢎ語での言語力のᇶ♏ができ、ᢳ㇟的なᛮ考にも⪏࠼ら

れる力をつࡅていると考࠼られ、それを➨஧言語に㌿⛣しながら発達さࡏることがᐜ᫆に

なり、母語࣭⥅ᢎ語を⥔持することもྍ能になりやすいと考࠼られる。しかし、日本にᗂ

ᑡ᫬に᮶日して学校にධ学すると、ಶ人ᕪや⎔ቃᕪが኱きいが、母語࣭⥅ᢎ語を話す人が

㞟ఫしているᆅᇦでないሙྜ、2〜3 年で႙ኻしていくことが多いと言ࢃれている（中ᓥ

2010）。⎔ቃにᜨまれれࡤ、家庭で౑用する母語࣭⥅ᢎ語と日本語の୧᪉を発達さࡏて㧗ᗘ

のᆒ⾮ࣂイࣜン࢞ルになるࢣースもある。ただし、ㄞみ᭩きができることが㔜要であり、

そのためにはかなりの学習が必要となる。୍᪉、ᇶ┙となる➨୍言語が༑分に発達してい

ない状況で、その⬤ᙅなᇶ┙のୖに➨஧言語がຍࢃると、୧᪉の言語発達が༑分に行ࢃれ

ず、どࡕらの言語も୙༑分になるࢣース（ࢲブル࣑ࣜ࢕ࢸッࢻ）も報告されている。（生⏣

2007, 中ᓥ 2005, 㧗ᶫ 2009）日本語も母語࣭⥅ᢎ語も、ᢳ㇟的ᛮ考をする力が༑分に形成

されない状ែのまま、ᑠ学校をఱとか⤊࠼、中学では学習についていࡅなくなり、㧗校進

学をㅉめࡊるをᚓなかったり、進学ᚋにࢻロップアウトしている多文化児童が多数いると

                                                           
19 文㒊科学省「学校教育法᪋行つ๎の୍㒊をᨵ正する省௧➼の᪋行について」（≉ูの教育ㄢ⛬について定める௳に関す

る㏻知）の㸳「≉ูの教育ㄢ⛬の指導者について」の㡯┠。<www.mext.go.jp/a_menu/shotou/clarinet/003/13…>参↷。

（2015.10.10 アクセス） 
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考࠼られる20。 

 また、言語ၥ㢟は、 家᪘⎔ቃ要ᅉが኱きく作用する。家᪘で母国との ᮶を⧞り㏉すሙ

ྜは、母語࣭⥅ᢎ語の⥔持にはある⛬ᗘᙺ立つと考࠼られるが、日本語力の発達にᙳ㡪を

ཬࡰす。ྠじ言語を౑う඗ᘵጜጒ、♽∗母のᏑ在➼も言語⥔持にᙳ㡪する。୧ぶの言語に

対する考࠼᪉のᙳ㡪も኱きく、母語࣭⥅ᢎ語が㔜要であることをᙉく子どもにព㆑さࡏる

ດ力をしているか、母語࣭⥅ᢎ語のメ࢕ࢹアや本など࡬の᥋ゐ⎔ቃが家庭にあるかどうか、

などが言語⥔持にᙳ㡪する。（中ᓥ 2010, ᯇ⏣ 2010） 

 このような学習者の多ᵝ性のため、必要とされる支援も␗なり、学習の動ᶵ௜ࡅも㞴し

く、࿘ᅖがその言語ၥ㢟を正確にᢕᤊすることもᅔ㞴であり、ྠじ学年でも言語能力がま

ったく␗なるため、母語࣭⥅ᢎ語の学習をࢢループで行うには、多ᵝなレ࣋ルやព㆑の児

童をྠ᫬に教࠼るための教材や教ᤵ法が必要になり、୍ᒙ、その学習がᅔ㞴な状況になる。 

 

㸳�㸰㸬Ꮫ⩦ࡸⓎ㐩࡟ᙳ㡪ࡿࡍㄢ㢟 

 まず、日本語のᮍ発達による学習ᅔ㞴᫬ᮇが数年⥆くことにより、人によっては、その

㛫の学習の㐜れをྲྀりᡠすことが㞴しいという現状がある。୍⯡に、生活言語（日ᖖ的な

会話に必要な言語）の習ᚓは 1〜2 年でࡰ࡯達成されるが、ㄆ知的㈇ᢸの኱きい学習言語能

力（学校での学習に必要なᢳ㇟的なᛮ考にも౑࠼る言語力）の発達には 8 ṓ以ᚋにධ国し

たሙྜで 5〜7 年、8 ṓ以๓にධ国したሙྜは 7〜10 年かかると考࠼られる。（Cummins & 

Swain 1986）そのため、࿘ᅖも本人も日本語が習ᚓできたとᛮっていても、≉にᑠ学校㸲年

以ᚋに学習ෆᐜのᢳ㇟ᗘが㧗まってくると、学校での学習についていくための日本語力が

୙༑分となり、そのため学習⤖ᯝがྥୖしない。その⤖ᯝ、「ຮᙉのできない子ども」とい

うㄆ㆑が自௚ඹにできあがってしまい、学習ពḧも႙ኻしていく。（㧗ᶫ 2009）そして、そ

れが日本語力のᮍ発達によるものというㄆ㆑がなされず、知的能力やດ力のḞዴとしてㄆ

㆑されてしまう。ྠ᫬に、ぶの日本語力が୙༑分なሙྜには、子どもは、௚の児童のぶと

の㐪いをព㆑するようになり、自㌟のルーツ࡬のྰ定的なឤ情を持つようになり、自ᕫㄆ

㆑がᾘ極的になることがある。このようなព㆑が学習ពḧをさらにప下さࡏ、ᝏᚠ⎔を㉳

こしてしまう。 

 

㸳�㸱㸬ᐙᗞෆࡢࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥḞዴ 

 もう୍つの኱きなㄢ㢟は、家᪘㛫の࣑ࢥュニࢣーࣙࢩンのḞዴである。ぶの日本語力が

༑分でないሙྜ、母語࣭⥅ᢎ語を႙ኻしていく子ども達がぶとのពᛮ␯㏻が༑分にできな

                                                           
20 学校教育についていࡅなくなったり、୙ᑵ学やࢻロップアウトになる要ᅉは、言語ၥ㢟だࡅでなく、学校でのいじめ

や୙㐺応、家庭⎔ቃ、⤒῭的要ᅉなどさまࡊまなことが指᦬されている。 
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くなることが多くあることがᗈく指᦬されている。子どもは、簡単な母語࣭⥅ᢎ語での会

話は理解できるため、ぶは子どもたࡕがࢃかっているとᛮってしまうこともある。（๽ 

2013）しかし、子どもは母語࣭⥅ᢎ語での発信力はなく、日本語で㏉⟅することが多く、

ぶ子とも、」㞧なことについては࣑ࢥュニࢣーࣙࢩンをとれない状況に㝗り、ᝎみを┦ㄯ

したり、進㊰についてのពぢを⪺いたりするといったことができない。 

 そして、୧ぶは日本語力が༑分でないだࡅでなく、日本の学校のことが理解できないの

で、学校の教ᖌとの࣑ࢥュニࢣーࣙࢩンも㞴しく、学校から家᪘にᐄてたさまࡊまな㓄ᕸ

≀などをㄞむことができず、子どもの学校のၥ㢟がᢕᥱできない。ᐟ㢟の支援などもでき

ず、進学についての┦ㄯにのることもできないという状況に㝗る。また、日本語力を༑分

に発達さࡏるための家庭での言語⎔ቃもᑡないことが多い。 

 

㸳�㸲㸬࿘ᅖࡢど⥺ࡢ࢕ࢸ࢕ࢸࣥࢹ࢖࢔࡜ᦂࡂࡽ 

 多文化児童たࡕは、ᖖに࿘ᅖの児童やඛ生からは「␗なる人」というࣛ࣋ルのついたど

⥺でぢられがࡕになる。ྡ๓が日本のྡ๓と㐪っていたり、ことࡤが㐪っていたり、ᘚᙜ

や持ࡕ≀が㐪っていたり、ࡕょっとした㐪いが、࿘ᅖからのᅽ力となり、ሙྜによっては

いじめの対㇟となるため、௚の人とྠじでありたいという㢪ᮃを持つことが୍⯡的であࢁ

う。日本の学校教育は「日本人」を育成することが┠的となっており、そのような⎔ቃの

中で生きていく多文化児童には、日本人とは␗なる㒊分をそࡂⴠとしたり、㞃したりする

ことが必要と無ព㆑にឤじさࡏてしまうど⥺がᏑ在する。（ኴ⏣ 2000, 2005）それが、自分

のアイࢹン࢕ࢸ࢕ࢸに対する୙Ᏻとⴱ⸨となり、௚者と㐪う自ᕫをྰ定的にᤊ࠼てしまう

きっかࡅになる。そのため、母語࣭⥅ᢎ語を⥔持、ఙ㛗さࡏるẼ持ࡕを႙ኻするだࡅでな

く、日本語力が༑分ではないぶについてもྰ定的なぢ᪉をするようになることもある。そ

のようなẼ持ࡕが支㓄的になると、家庭での࣑ࢥュニࢣーࣙࢩンに対する支障がさらに኱

きくなると考࠼られる。 

 日本人というアイࢹン࢕ࢸ࢕ࢸと、母語࣭⥅ᢎ語に関ࢃるูのアイࢹン࢕ࢸ࢕ࢸが自分

の中にඹᏑしたり、ᢡりྜいをつࡅたり、」数のアイࢹン࢕ࢸ࢕ࢸをそのままཷࡅṆめら

れるようになる児童もおり、多くのࢣースでは、成㛗とඹにその୙Ᏻやᦂらࡂを஌り㉺࠼

て、」数のアイࢹン࢕ࢸ࢕ࢸを自分の中でࣛࣂンスをとって自ぬできるようになることが

ほᐹされているが21、ᑠ学校㧗学年から中学にかࡅての㡭は、そうすることが㞴しいẁ㝵に

あり、学校での学習や生活に᣸ᢡしたり、ពḧをなくしてしまうという状況に㝗るࢣース

が多い。そして、᭱ᝏのሙྜは、そのアイࢹン࢕ࢸ࢕ࢸのⴱ⸨を஌り㉺࠼られないまま、

                                                           
21 ᯇ⏣࣭中ᒣ（2010b）㸪ᐑᓮ（2014）௚。 
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くなることが多くあることがᗈく指᦬されている。子どもは、簡単な母語࣭⥅ᢎ語での会

話は理解できるため、ぶは子どもたࡕがࢃかっているとᛮってしまうこともある。（๽ 

2013）しかし、子どもは母語࣭⥅ᢎ語での発信力はなく、日本語で㏉⟅することが多く、

ぶ子とも、」㞧なことについては࣑ࢥュニࢣーࣙࢩンをとれない状況に㝗り、ᝎみを┦ㄯ

したり、進㊰についてのពぢを⪺いたりするといったことができない。 

 そして、୧ぶは日本語力が༑分でないだࡅでなく、日本の学校のことが理解できないの

で、学校の教ᖌとの࣑ࢥュニࢣーࣙࢩンも㞴しく、学校から家᪘にᐄてたさまࡊまな㓄ᕸ

≀などをㄞむことができず、子どもの学校のၥ㢟がᢕᥱできない。ᐟ㢟の支援などもでき

ず、進学についての┦ㄯにのることもできないという状況に㝗る。また、日本語力を༑分

に発達さࡏるための家庭での言語⎔ቃもᑡないことが多い。 

 

㸳�㸲㸬࿘ᅖࡢど⥺ࡢ࢕ࢸ࢕ࢸࣥࢹ࢖࢔࡜ᦂࡂࡽ 

 多文化児童たࡕは、ᖖに࿘ᅖの児童やඛ生からは「␗なる人」というࣛ࣋ルのついたど

⥺でぢられがࡕになる。ྡ๓が日本のྡ๓と㐪っていたり、ことࡤが㐪っていたり、ᘚᙜ

や持ࡕ≀が㐪っていたり、ࡕょっとした㐪いが、࿘ᅖからのᅽ力となり、ሙྜによっては

いじめの対㇟となるため、௚の人とྠじでありたいという㢪ᮃを持つことが୍⯡的であࢁ

う。日本の学校教育は「日本人」を育成することが┠的となっており、そのような⎔ቃの

中で生きていく多文化児童には、日本人とは␗なる㒊分をそࡂⴠとしたり、㞃したりする

ことが必要と無ព㆑にឤじさࡏてしまうど⥺がᏑ在する。（ኴ⏣ 2000, 2005）それが、自分

のアイࢹン࢕ࢸ࢕ࢸに対する୙Ᏻとⴱ⸨となり、௚者と㐪う自ᕫをྰ定的にᤊ࠼てしまう

きっかࡅになる。そのため、母語࣭⥅ᢎ語を⥔持、ఙ㛗さࡏるẼ持ࡕを႙ኻするだࡅでな
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て、」数のアイࢹン࢕ࢸ࢕ࢸを自分の中でࣛࣂンスをとって自ぬできるようになることが

ほᐹされているが21、ᑠ学校㧗学年から中学にかࡅての㡭は、そうすることが㞴しいẁ㝵に
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21 ᯇ⏣࣭中ᒣ（2010b）㸪ᐑᓮ（2014）௚。 

  

自分のアイࢹン࢕ࢸ࢕ࢸを確立できず、ᒃሙᡤのないまま成人してしまうということにな

る。（஝ 2009） 

 

㸳�㸳㸬ᑗ᮶ࡢ♫఍ཧ⏬࡟ᙳ㡪ࡿࡍㄢ㢟 

 ୖ㏙のㄢ㢟がᒣ積する⤖ᯝ、学力୙㊊により㧗校進学がᅔ㞴なࢣースも㠀ᖖに多く、ර
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られる。（⏣ᡣ࠼ルがᑡないといったことも、⫋ᴗ㑅ᢥやᑵᴗをᅔ㞴にしていることが考ࢹ

2005） 

 90 年௦にぶに連れられて᮶日してきた子どもたࡕは、すでに⤖፧し、自㌟がぶになるୡ

௦になりつつある。言語的ࢲブル࣑ࣜ࢕ࢸッࢻになってしまった子どもが、成㛗し、家庭

を⠏き、子育てをする状況の中で、日本語力୙㊊による情報のḞⴠ、母語࣭⥅ᢎ語の力も

୙㊊し、子どもの教育࡬の୙Ᏻなどが語られるようになってきている23。 

 

㸴㸬」ゝㄒࡢ⩦ᚓ࡚ࡗࡼ࡟ᣅࡿࢀ࠿ᮍ᮶ྍࡢ⬟ᛶ̾̾ࣝࣂ࣮ࣟࢢேᮦࡢ⫱ᡂ࡚ࡅྥ࡟ 

 ๓㡯にあࡆたようなᅔ㞴なㄢ㢟が立ࡕはだかるとはい࠼、多言語多文化⎔ቃに育ࡕ、஧

言語ないし、୕言語を習ᚓし、自㌟のయ㦂をࡩま࠼た多文化ඹ生♫会のᵓ⠏࡬のព㆑をయ

ᚓしたう࠼で、኱学進学もᯝたし、さまࡊまな分㔝で活㌍する人たࡕがቑ࠼てきているこ

とにも注┠したい。それは、౛外的なࢣースということではなく、家᪘の支援、学校の⎔

ቃ、教ᖌや࣎ࣛン࢕ࢸア➼の࿘ᅖの支援、本人の能力とດ力や、情報の活用など、さまࡊ

まな要ᅉが㔜なって、」言語࣭」文化をうまく活用できるようになった人たࡕである。こ

のような人たࡕは、␗文化に対する関ᚰやཷᐜ性がᙉく、♽国とのࢿット࣡ーク作りや、

ᾏ外のྠ言語話者とつながりやすいというメࣜットを持ࡕ、国ቃを㉺࠼て活動すること࡬

のពḧを自↛にయᚓし、日本人というアイࢹン࢕ࢸ࢕ࢸと、ぶの♽国との⤎によるアイࢹ

ン࢕ࢸ࢕ࢸの୧᪉を持ࢢ、ࡏࢃྜࡕローࣂルに活㌍できる人材となるྍ能性が㧗い24。ブࣛ

                                                           
22 ⤫ィでは、外国人㞟ఫᆅᇦでは 78.9%となっている。これらのᆅᇦでは教育支援も㞟中しており、それによって進学

⋡がある⛬ᗘ㧗められていると考࠼られる。また、኱㜰ᗓでは 84.5%にのࡰり、これは㧗校の外国人生徒のためのධ

学ᯟがある学校が㸴校あるという状況がᙳ㡪していると考࠼られている。（஝ 2008, pp.30-34） 
23 2014 年 3 ᭶ 21 日に神ᡞで行ࢃれた母語に関するᗙㄯ会（母語と日本語を習ᚓしたⱝ者㸲ྡが⤒㦂を語った会。トࣚ

㈈ᅋのຓ成஦ᴗによるプロジェクトの୍⎔）の会㆟㘓（㘓㡢の᭩き㉳こし）より。日⣔ブࣛジル人のࢱ A の語りより。 
24 ➹者と科研のඹྠ研究者が行った㸳ྡのࣂイࣜン࢞ル኱学生（多文化児童として育ࡕ、୍ ⯡ධヨで኱学に進学した人）
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ジル日⣔人として家᪘とඹに日本に⛣りఫみ、ᑠ学校 3 年生にධ学したྑ⏣ （2013）は、

そのᚋのさまࡊまなⱞ㞴を⤒て、教員の㈨格をとり、外国⡠の子どもたࡕの支援活動をす

るようになった自㌟のことを語っている。⛣ఫ者の➨୍ୡ௦から、ḟのୡ௦の子どもたࡕ

を支援する立ሙになる人たࡕが育ってきているということである。また、࣎ࣜࣅアから日

⣔人としてᗂᑡᮇに日本に⛣ఫし、スペイン語と日本語の஧つの言語を⋓ᚓしたことによ

って、♽国にᖐって、日本語を教࠼る௙஦にᑵくといった、日本と♽国のᯫࡅᶫのような

௙஦をする人たࡕもฟてきている25。 

 ࢜ーストࣛࣜアや࢝ࢲࢼの言語教育ᨻ⟇においても、多文化児童の言語を♫会㈨※とみ

なし、ᙼらの母語࣭⥅ᢎ語力をఙ㛗さࡏることを㔜どしている。この言語能力が本人にと

っても、♫会にとっても኱きな力になりᚓることを理ᛕとしてᥖࡆ、それがᨻ⟇の᥎進力

となっている。（ᯇ⏣ 2009, 2011, ⴠྜ࣭ᯇ⏣ 2014, 中ᓥ 2010） 

 多文化児童の言語発達については、滞在年数やධ国᫬年㱋、家庭⎔ቃ、性格や動ᶵ௜ࡅ

など、さまࡊまな᮲௳にᕥྑされるが、母語࣭⥅ᢎ語を⥔持することと、➨஧言語（ᆅᇦ

のබ用語）のఙ㛗には┦関関ಀがあることが᳨ドされている。（Cummins &中ᓥ 1985, 中ᓥ

2010, 生⏣ 2006） また、Thomas & Collier（2002）のアメࣜ࢝での኱つᶍㄪᰝでは、4㹼7

年以ୖࣂイࣜン࢞ル教育を⥅⥆している児童は、ࣔノࣜン࢞ル（୍言語）教育の児童より、

すべての科┠でඃれた⤖ᯝをฟすという⤖ㄽをฟしている。ࣂイࣜン࢞ル児童の言語力、

学習力を㛗ᮇにࢃたって、ྠ୍⎔ቃによって᳨ドすることは㠀ᖖにᅔ㞴な研究であり、断

定することは㞴しいが、௒ᚋ、そのような㛗ᮇ的な኱つᶍな研究が進ᒎすることがᮃまれ

る。さらに、ࣂイࣜン࢞ル児童の進㊰㑅ᢥのྍ能性のᣑ኱や、ᑵᴗにおࡅるメࣜットなど

のㄪᰝも必要とされており、♫会がそういう人材を必要とする᫬௦になっていることとも

┦まって、ᙼらをࢢローࣂル人材として育成していくというどⅬをᙉ化していくべきであ

ると考࠼る。 

 母語࣭⥅ᢎ語を習ᚓするᶵ会やࣔ࣋ࢳーࣙࢩンがない多文化児童たࡕにとっても、♫会

がᙼらのぶたࡕの言語を価್あるものとしてㄆめていることをㄆ㆑できることは、本人の

」文化や」ྜ的なアイࢹン࢕ࢸ࢕ࢸを⫯定的にㄆ知することをプッࢩュする要ᅉとなり、

多文化ඹ生♫会のᵓ⠏࡬のពḧやࢢローࣂルなព㆑をᙉ化することにᙺ立つと考࠼られ

る。 

 また、母語࣭⥅ᢎ語学習の᥎進はᙜ஦者のၥ㢟としてのみᤊ࠼るのではなく、」数の言

                                                                                                                                                                 
ューㄪᰝ（2015ࣅࢱのイン࡬ 年 9 ᭶に実᪋）でも、඲員がᾏ外とつながる௙஦にᚑ஦したいというពḧを語っている。

௒஭（2008）は、኱㜰ᗓのニュー࢝マー㧗校生 57 ᶫとなࡅューㄪᰝより、ᑗ᮶について「母国とのᯫࣅࢱのイン࡬ྡ

る௙஦がしたい」（8 ྡ）、「国際的な௙஦がしたい」（12 ྡ）というពぢがあったことを報告している。ᚋ者のㄪᰝで

は、඲員がࣂイࣜン࢞ルかどうかは᫂グされていない。 
25 2015 年 8 ᭶ 30 日に開ദされた「஧つ以ୖの言語の⊃㛫で生きる」という国際ࢩン࣏ジウ࣒のパࣜࢿストの୍人の

ロサ イセࣛ ࣑ࢻンࢤス Ặの語りより。 
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語࣭文化を持つ多文化児童たࡕが、࿘ᅖの日本の子どもたࡕに୚࠼るインパクトも㔜どす

べきである。ⴠྜ（2015）は、බ立ᑠ学校での࣋ト࣒ࢼ語母語࣭⥅ᢎ語教ᐊを⿵ຓしなが

ら㛗く関୚ほᐹし、࣋ト࣒ࢼ⣔児童が母語࣭⥅ᢎ語や࣋ト࣒ࢼ文化の学習の成ᯝを学校඲

యの中でྍど化するイ࣋ントなどを㏻じて、マジࣙࣜ࢕ࢸのഃの日本の子どもたࡕにとっ

ても、「学校✵㛫に、」数の価್の㏣ồのྍ能性をල現化したプࣛットフ࢛ー࣒がฟ現した

ということである。」（p.229）と評価し、「日本文化࡬のྠ化ᚿྥのᙉい日本の教ᐊ✵㛫にお

いて、外国につながる子どもたࡕの多くが、その言語能力や」数の文化࡬のぶ࿴性を୙ྍ

ど化し、やがてはኻおうとしている。ᙼらの持つ」数の言語の㒊分的な能力（それはᑗ᮶、

発ᒎするྍ能性を⛎めている）や」数の文化࡬のぶ࿴性を評価し、⥔持し、ᾰ㣴していく

ことは、多文化化、国際化していく現௦♫会を生きていくすべての子どもたࡕに教育㈨※

を提供する有┈なヨみである。」（p.230）と⤖ㄽ࡙ࡅている。 

 

㸵㸬ከᩥ໬ඣ❺ࢆᑐ㇟ࡓࡋ࡜ゝㄒᩍ⫱ᨻ⟇ヨ᱌ 

㸵�１㸬ᨻ⟇ࡢ┠ᶆ 

 ୖ㏙の㆟ㄽを㋃ま࠼、まず、」数の文化࣭言語⫼ᬒを持つすべての児童が、༑分な教育

をཷࡅるのに必要な言語を習ᚓし、自ᕫの能力を༑඲に発᥹できるような⎔ቃにするため

の言語保障が必要であるというㄆ㆑をᗈめ、そのための᪋⟇を実現することを┠指す。そ

して、すべての児童が家庭でのぶとの༑分な࣑ࢥュニࢣーࣙࢩンがとれるような言語力を

発達さࡏるという⎔ቃを作るというどⅬが必要である。さらに、」言語⎔ቃにある多文化

児童の持つ言語࣭文化力が、本人にとっても♫会にとっても有ព⩏な♫会㈨※として♫会

にㄆ知され、多文化児童がそれらを発達さࡏるᶵ会を୚࠼られるような♫会をᵓ⠏してい

くことを┠ᶆとする。それによって、ಶ人も家᪘も学校も♫会も、ఱらかの♫会㈨※をᚓ

られるྍ能性をᗈࡆられるようなయไを作ることを┠指すものである。 

 

㸵�㸰㸬ከᩥ໬ඣ❺ࡿࡄࡵࢆゝㄒᩍ⫱ᨻ⟇ヨ᱌ 

 日本語だࡅでなく、母語࣭⥅ᢎ語のఙᙇをも┠指すためのᨻ⟇提言を、「஧つ以ୖの言語

⎔ቃでᬽらしている外国につながる子どもたࡕの教育に関する提言」として、2014 年 10

᭶にྜྷᐩᚿὠ௦を௦⾲とするプロジェクトࢢループ26が、多文化児童の教育に関୚している

රᗜ┴࣭神ᡞᕷの教育ጤ員会、⚾学の関連ᅋయ、国際஺ὶ༠会➼࡬のᨻ⟇提言を行った（㈨

                                                           
26 「外国人児童生徒の言語形成を保障するࣂイࣜン࢞ル教育⎔ቃ᥎進のためのᨻ⟇提言プロジェクトጤ員」として提言

を作成した。メンࣂーは、௦⾲のྜྷᐩᚿὠ௦の௚、➹者をྵむ 22 ྡ。トࣚࢱ㈈ᅋのຓ成஦ᴗによるプロジェクトの୍

⎔。注 11 参↷。 
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ᩱ 1 参↷）。本✏では、さらにそのෆᐜをᣑ඘、発ᒎさࡏたᨻ⟇ヨ᱌を以下に提♧し、ᑗ᮶

的には国のレ࣋ルでのᨻ⟇として考៖されるべきㄢ㢟として、そのᯟ⤌みについて提᱌す

るためのᇶ♏㈨ᩱとする。 

 

（A）日本語と母語࣭⥅ᢎ語の」言語育成の必要性のㄆ㆑ 

��� すべての言語にはྠ➼の価್があることを㋃ま࠼、日本語と母語࣭⥅ᢎ語の஧言語（な

いし୕言語）を育成することがಶ人にとっても♫会にとっても有用であることをㄆ㆑し、

そのព⩏についての᫂確なࣅジࣙンを提♧する必要がある。それらを多文化家᪘のぶや、

学校、♫会に対してᗈくၨⵚすることが㔜要である。 

��� 日本語教育を進めるにあたって、母語࣭⥅ᢎ語が႙ኻされることのないよう、୧言語

の⥔持࣭ఙᙇを㔜どした日本語教育の進め᪉の研究開発、ព㆑ᨵ㠉、教ᤵ法開発の必要

性がある。 

 

（B）学習支援యไ 

��� 母語࣭⥅ᢎ語学習教ᐊのタ置と教育指導ែໃの支援 

 母語࣭⥅ᢎ語学習教ᐊのタ置は、現在、ಶ人やᑠつᶍの NPO のດ力や、୍㒊のᆅᇦの

学校のྲྀり⤌みとして極めてᑠつᶍに行ࢃれているが、ሙᡤや᫬㛫の確保、教ᖌの確保、

㈈※୙㊊、㐠ႠのノウハウのḞዴなど、さまࡊまなᅔ㞴がある。රᗜ┴ではඛ進的なྲྀ

り⤌みとして、2006 年から 2010 年まで、母語教育支援センࢱー校ไᗘによるබ立ᑠ中学

校࡬の母語教ᐊのタ置を᥎進したが、以ᚋ、೵Ṇしている。኱㜰ᗓではいࢁいࢁな形ែ

の中で、බ教育においてもⱝᖸの母語࣭⥅ᢎ語学習の᥎進が行ࢃれている。඲国的にබ

的支援が行ࢃれるようになれࡤ、母語学習を行うことについて、家庭のぶや、学校の教

ᖌ達にもそのព⩏が理解されやすくなる。≉に、ሙᡤや指導者や教材➼の教育ࣜࢯース

のၥ㢟が኱きいため、教ᐊタ置の支援がබ的な立ሙから行ࢃれることが必要である。 

��� 多文化児童の言語力の正確なᢕᥱを᥎進するయไ࡙くり 

 多ᵝな⫼ᬒを持つ多文化児童たࡕの日本語力、母語࣭⥅ᢎ語力を正確にᢕᥱすること

が、学習支援にも኱きなᙳ㡪を୚࠼ることになる。言語力というのは、┤ឤだࡅでは、

本人にも、家᪘にも、学校の教ᖌにもィり知ることのできないものであるので、正確に

測定できるࢸストを行うことを⩏ົ࡙ࡅるయไが㔜要である27。それによって、学習プロ

 。るᇶ♏情報とすべきである࠼や、ㄡにఱをどう支援するかを考࣒ࣛࢢ
                                                           
27 ㏆年、日本語能力測定のための評価手法として、文科省が DLA（外国人児童生徒のための JSL 対話型アセスメント）

を開発しており、౑用がᗈがっているようであるが、これの翻訳∧➼を作成して、母語࣭⥅ᢎ語能力の測定にも応用

することができ、実際に౑用されている。http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/clarinet/003/1345413.htm（2015.11.3 アク

セス） 
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��� 家庭と学校、NPO、行ᨻの連携ᙉ化による学習支援 

 母語࣭⥅ᢎ語学習には、家庭での支援、学校の教ᖌや࿘ᅖの子どもたࡕの理解、NPO

による支援、行ᨻ支援などがḞかࡏない。≉に家庭と学校の教ᖌが⥭ᐦに連携をとって

進めなࡅれࡤならない。多くのぶたࡕは、日本語も母語࣭⥅ᢎ語も୧᪉とも㔜要と考࠼

ている。（㔝ὠ࣭஝࣭ᮡ㔝 2014, ๽ 2013）しかし、家庭でどのような言語౑用をすべきな

のかにᡞᝨい、母語࣭⥅ᢎ語౑用が子どもの日本語の発達を㜼害するかもしれないと考

家庭言語のあり᪉や教育にᝎむことが多い。まず、ぶが自信を持って஧言語をඹに、࠼

育てようというព㆑を確立し、それを学校も支持することが㔜要である。ྛ家庭の஦情

や、子どものព㆑やḧồなどはさまࡊまであるので、ᙉ要することはዲましくないが、

家庭でできることを確ㄆし、母語にゐれるᶵ会をቑやし、ᗂᑡ᫬にはㄞみ⪺かࡏを▷᫬

㛫でも行うことなどが㔜要である。（中ᓥ 2010, Chumak-Horbatsch 2012）ㄞみ᭩き能力を

発達さࡏることが言語保持やఙᙇには⫢要であり、そのためにはᒃఫ者のニーࢬのある

言語の⤮本や᭩≀をᅗ᭩㤋などに多数㓄置したり、ࢹジࢱル᭩⡠化されたものをࢲウン

ローࢻしてㄞめるようなయไを඘実さࡏていくことがồめられる28。 

 学校でも母語࣭⥅ᢎ語の㐠用力があることが⫯定的にㄆ知されることが必要であり、

࿘ᅖの子どもから೫ぢを持ってぢられることのないよう、学校教育࢝ࣜ࢟ュ࣒ࣛの中に

␗文化㛫教育をྲྀり㎸むことや、教ᖌのまなࡊしが」文化࣭」言語状況にある子どもた

について⫯定的であることが㔜要である。（ᯇ⏣࣭中ᒣ 2010a, ⴠྜࡕ 2015）そして、文

化や言語の㐪いを⫯定的にཷࡅṆめるᚰをすべての子どもたࡕに教育していくことが୙

ྍḞである。 

 また、現状では࣎ࣛン࢕ࢸアに኱㒊分を౫Ꮡしているが、ᑗ᮶的には、母語࣭⥅ᢎ語

教育を行う研ಟをཷࡅた人や教員が報㓘をᚓて行う学習యไを作らなࡅれࡤならない。

そして、行ᨻが࣎ࣛン࢕ࢸアや NPO ➼の学習支援活動と連携して、教ᖌ研ಟや教材開発

などを行っていくことができるような᪋⟇が必要である。 

 

（C）研究యไ 

��� 母語࣭⥅ᢎ語教育についての研究支援、および、教ᤵ法の開発と指導者の育成 

のឤぬとして、㠀ᖖにᅔ㞴なことであるというㄆ㆑ࠎイࣜン࢞ル教育は、୍⯡の人ࣂ 

がᙉく、≉にマイノࣜ࢕ࢸ言語についてはそのព⩏が理解されにくく、ㄗったㄆ㆑がᗈ

がりやすい。そのため、ࣂイࣜン࢞ル教育についての理ㄽ的研究యไを඘実さࡏ、その

成ᯝについて多文化家᪘だࡅでなく、୍⯡の人ࠎにもࢃかりやすく࿘知さࡏることが㔜

                                                           
28 DAISY などによる多言語のࢹジࢱルアー࢝イブが、ᑡしずつ開発されつつある。Rits-DAISY（立࿨㤋኱学 DAISY 研

究会）参↷。http://rits-daisy.com/?page_id=41（2015.11.3 アクセス） 
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要である。まだ研究の⵳積がᑡないため、教ᤵ法についてもᶍ⣴状ែである。教材も㠀

ᖖにᑡなく、現ሙの教ᖌ達は手᥈りで教育を行っている。≉に、レ࣋ルが㠀ᖖに多ᒱに

る≉ูな᪉法が開発࠼る必要性があるため、多ᵝな学習者を教࠼たる児童をྠ᫬に教ࢃ

されなࡅれࡤならない。ᾏ外でもྲྀり⤌みがᗈがっているが、ICT を㥑౑するなど、᪂

たな᪉法を考࠼ていく必要がある29。  

 そして、教ᖌの㣴成をしていくことが᭱も㔜要であるが、ᑵᴗとしての保障がない௙

஦であることが多いため、㣴成に力をධれることもᅔ㞴な状況である。୍㒊の自἞యで

はⱝᖸの研ಟが行ࢃれているがまったく༑分とは言࠼ない。࢜ーストࣛࣜアでは㈨格ྲྀ

ᚓのできるࢥースが無ൾで提供されており、それがබ的ண⟬で⿵ຓされるయไがあるが

（ᯇ⏣ 2011）、そのような᪋⟇なしにはᅔ㞴なㄢ㢟である。 

 ーのタ置ࢱイࣜン࢞ル教育の᥎進者や⤌⧊の連携ᙉ化、ཬび、言語教育研究センࣂ ���

 母語࣭⥅ᢎ語の研究を᥎進するには、研究者のࢿット࣡ークが必要であり、またその

研究成ᯝの発信や、学習支援のためのࣜࢯースの提供、現ሙでの実㊶者との連携が≉に

必要である30。኱つᶍで㛗ᮇ的な研究や、さまࡊまな支援活動を㞟⣙化することが、㝈ら

れた㈨※を活用するのに᭱も㔜要である。そのためには、᰾となる教育研究センࢱーを

タ置することが㔜要である。日本語教育やⱥ語教育➼の外国語教育もྵめた⥲ྜ的な言

語教育研究センࢱーをタ置すれࡤ、多ᵝな言語教育のどⅬから、さまࡊまなアイࢹアを

母語࣭⥅ᢎ語教育にも生かしていࡅるであࢁう。アメࣜ࢝では、UCLA に国立⥅ᢎ語ࣜ

ー（National Heritage Language Resource Center）がタ置され、無ᩱで㉎ㄞでࢱースセンࢯ

きる࢜ンࣛインの Heritage Language Journal が発หされている31。࢜ーストࣛࣜアでは、

Community Languages Australia という⤌⧊がそのᙺ๭をᯝたしている32。 

 

㸶㸬ẕㄒ࣭⥅ᢎㄒᨭ᥼ᨻ⟇ࡢ一⯡♫఍ࡢ࡬ᙳ㡪̿ከᩥ໬♫఍ࡢ⤫ྜⓗⓎᒎ࡚ࡅྥ࡟ 

ୖ㏙のᨻ⟇ヨ᱌は、多文化児童の教育のみをど㔝にධれたものではない。このような言

                                                           
29 Cummins が提ၐし、実㊶の⵳積もᗈがりつつある「アイࢹン࢟ࢸ࣭࢕ࢸ࢕ࢸスト」（Cummins & Early 2011）や、その

考࠼を援用した࢜ࢹࣅレࢱー作成による国際஺ὶᤵᴗなどのྲྀり⤌み（ⴠྜ௚、2015）は、このㄢ㢟にも対応できる

᪉法と考࠼られる。 
30 ➹者が௦⾲をົめる関西母語支援研究会は多文化児童のためのことࡤの学びについてのໟᣓ的な情報提供をするウェ

ブサイトを 2014 年に作成し、関連研究の紹介や母語教ᐊの紹介などを㸴言語で行い、情報ࢿット࣡ークのᵓ⠏を┠指

している。（http://education-motherlanguage.weebly.com/） 愛知┴では、「愛知 外国につながる子どもの母語支援プロ

ジェクト」のサイトが作られている。（http://www7b.biglobe.ne.jp/~akp/top.html） 㕥ᮌᗤ子は母語学習の関連情報࣏ー

ルサイトとして、「ハーࣔニ࢝」というサイトを作成している。（http://harmonicacld.com/） このようなサイトが多ࢱ

数できてくることで、情報஺ὶ、研究஺ὶ、さらに実㊶者の஺ὶがቑ኱することで、連携がᣑ኱していくことをᮇᚅ

し、ḟのスࢸップをᶍ⣴していきたいと考࠼ている。 
31 http://hlj.ucla.edu/（2015.11.5 アクセス） 
32 http://www.communitylanguagesaustralia.org.au（2015.11.5 アクセス） 
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母語࣭⥅ᢎ語教育にも生かしていࡅるであࢁう。アメࣜ࢝では、UCLA に国立⥅ᢎ語ࣜ

ー（National Heritage Language Resource Center）がタ置され、無ᩱで㉎ㄞでࢱースセンࢯ
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ୖ㏙のᨻ⟇ヨ᱌は、多文化児童の教育のみをど㔝にධれたものではない。このような言

                                                           
29 Cummins が提ၐし、実㊶の⵳積もᗈがりつつある「アイࢹン࢟ࢸ࣭࢕ࢸ࢕ࢸスト」（Cummins & Early 2011）や、その
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31 http://hlj.ucla.edu/（2015.11.5 アクセス） 
32 http://www.communitylanguagesaustralia.org.au（2015.11.5 アクセス） 
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国家も多文化୺⩏ᨻ⟇のもとで、⛣Ẹを⤫ྜ的にໟྵし、発ᒎを㐙ࡆてきている。（࣑࢝ン

ࢩࢿࢲ&ࢬ 2005, ᯇ⏣ 2009）マイノࣜ࢕ࢸの人ࠎもྠ➼に♫会参⏬ができれࡤ、⣡⛯者と

して、また、さまࡊまな能力を発᥹できる人材として、♫会を㇏かにする力になれるが、

࿘⦕化されることは、⤖ᯝ的には♫会⚟♴に౫Ꮡする立ሙに㏣い㎸まれ、アンࢲーࣛࢢウ

ンࢻ♫会にᘬき㎸まれて行く人をቑやし、♫会の分断化にもつながりかࡡない。多文化ඹ

生というのは、マジࣙࣜ࢕ࢸ♫会がኚᐜしていくことで、マイノࣜ࢕ࢸもඹに♫会参⏬し、

཮᪉にとってプࣛスの࢚ࢿルࢠーをᚓられるような⤫ྜ的♫会をめࡊして、୍Ṍ୍Ṍ、実

現のルートを᥈っていくヨみではないかとᛮう。そのためにはいࢁいࢁなẁ㝵で、必要な
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ไᗘタィ、᪂たなᨻ⟇のどⅬ、ᕷẸ♫会のኚᐜをకうព㆑ኚ㠉の㔊成が必要であࢁう。 

 ᆅ᪉自἞యは、児童生徒のၥ㢟に┤᥋対ᓖする教ᖌやぶ達との㊥㞳が㏆いため、ၥ㢟に

┤㠃している人ࠎとの᥋Ⅼが኱きく、これまでも、国にඛࢇじて、さまࡊまな対応にྲྀり

、でいることがある。多文化児童の㞟ఫするᆅᇦや、රᗜ┴もその୍つである。୍᪉ࢇ⤌

国のᶵ関では、生のኌを⪺くᶵ会がᑡないため、ᨻ⟇対応がᚋ手にᅇりやすい。しかし、

現状では、国の᪉㔪が動かなࡅれࡤ、国の᪉㔪にᚑってண⟬ᥐ置などを行ࡊࢃるをᚓない

ᆅ᪉自἞యの教育支援も行࠼ないのが実情であり、国家レ࣋ルでの対応⟇を考࠼ていくこ

とがᛴົである。国のレ࣋ルで動くのには多኱な᫬㛫やព㆑形成、ண⟬ᥐ置が必要である

が、まず、ᆅ᪉自἞యがඛ導する形で行うᨻ⟇に対しても国がఱらかの支援⟇を行いᚓる

ようにᅗり、知㆑や実㊶の⵳⦼をもとに、国家レ࣋ルでのᨻ⟇を⟇定していくというやり

᪉がྜ理的ではないかとᛮࢃれる。 

 もっとも᰿本的なことは、国のᨻ⟇として「⛣Ẹ」というᴫᛕをㄆめていないという現

状をまずᨵ㠉し、ᾏ外からΏ日して୍定ᮇ㛫以ୖ生活しようとする人ࠎを「⛣Ẹ」とㄆ知

して、国の㈐௵で対応していくという᪉㔪を᫂らかにすることである。そこが᭕᫕にされ

ているために、ఱらの᪉㔪を⟇定することもなく、行ᨻの㈐௵外の࣎ࣛンࣜࢱーなセクࢱ

ーのၥ㢟として、ಶ人や学校、NPO や࣎ࣛン࢕ࢸアのດ力にጤࡡてしまっていることであ

る。それによって㠀ᖖに୙༑分で㠀ຠ⋡的な対応が඲国で行ࢃれており、置きཤりにされ

ていく子ども達のၥ㢟が、あࡕこࡕで⵳積しているのである。᪩ᛴな対応がなࡅれࡤ、♫

会㈨本がᦆなࢃれるだࡅでなく、༑分な♫会参⏬ができず、マジࣙࣜ࢕ࢸ♫会とマイノࣜ

会が断⤯していき、ますます多文化ඹ生に཯する♫会ၥ㢟が኱きくなっていくこと♫࢕ࢸ

がண᝿される。 

ᨻ⟇⟇定には、࣎ト࣒アップのᕷẸ力とトップࢲウンのᨻ⟇Ỵ定ᶒを持つ力のᙳ㡪の୧

᪉が必要である。（ᯇ⏣ 2009） 現状では、⛣Ẹについてのᨻ⟇すら㆟ㄽがప㏞している中

で、国のᨻ⟇が௒ᚋ኱きくኚࢃるぢ㏻しについてはᬯ⃪たる状況であるが、まずは、࣎ト

࣒アップのព㆑をᙉめるための研究や実㊶、ព㆑ᨵ㠉が必要であり、ྠ᫬に、ᆅ᪉自἞య、

そして国のᨻ⟇Ỵ定に対しての提言についても、ඹ㏻の関ᚰを持つ人ࠎが連携し、研究や

実㊶を⥅⥆していくことが➨୍Ṍとなるであࢁう。また、ࢁう児や㞴⫈児の手話言語の育

成や、ᾘ⁛ᑍ๓のアイࢾの言語の᚟活についても、さらなる᥎進力が必要であり、さまࡊ

まな言語ၥ㢟に携ࢃる研究者࣭実㊶者࣭行ᨻ者の連携を進めていくことにより、࣎ト࣒ア

ップのᕷẸ力をቑ኱さࡏていくことがႚ⥭のㄢ㢟である。  
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 資料１ （一部抜粋） 

஧つ以ୖの言語⎔ቃでᬽらしている外国につながる子どもたࡕの教育に関する提言 

㸺㊃᪨文㸼 

 රᗜ┴には、஧つ以ୖの言語⎔ቃでᬽらしている外国につながる子どもたࡕが多くᬽら

しております。そのため、神ᡞᕷをྵむරᗜ┴において、さまࡊまなྲྀり⤌みがᒎ開され

ており、そのඛ㥑的なྲྀり⤌みは、日本国ෆにおいて評価をᚓていることもᑡなくありま

学力形成が୙༑分な஦౛報告、ࡕのうࡕしかしながらṧᛕなことに、その子どもた。ࢇࡏ

が、すでに多くされているという現状もྰめまࢇࡏ。そのཎᅉはさまࡊまですが、୍つに

は学習࣭ᛮ考の᰿ᖿとなる➨୍言語の形成のプロセスにおࡅるၥ㢟が考࠼られます。これ

は、子どもたࡕの学力やດ力の୙㊊という理⏤からではなく、学習言語レ࣋ルの日本語習

ᚓにはᑡなくとも 5〜7 年かかると言ࢃれており、その㛫に༑分な日本語力がないまま、学

校での学習についていࡅない子どもたࡕが、ⴠࡕこࡰれていくことが多いという⤖ᯝなの

です。 

 そういった言語㛫の⛣動をした子どもたࡕの日本語習ᚓはࢮロからฟ発するのではな

く、母語のもとで形成、保持されているᴫᛕや言語力のୖに、日本語のᴫᛕや言語力が置

き᥮࠼られるとされています*。（文ᮎにㄝ᫂）つまり、母語での言語力や理解力が日本語

にもᙳ㡪すると考࠼られます。なお、ここでは➨୍言語とは、その子どもがᛮ考をするた

めの୍␒ᙉい言語をさすことにします。⤖ᯝとして、その子どもの➨୍言語は、日本語に

なることも外国語になることもあります。言語形成は、その子どもたࡕをとりまく言語⎔

ቃすべてにᙳ㡪されるのです。  

 それ࠼ࡺ、日本語での教育⎔ቃにおいて、学習࣭ᛮ考レ࣋ルの日本語習ᚓのためにも母

語をྛ自の⎔ቃにあࡏࢃて育てることはとても኱ษです。ᾏ外からの⛣Ẹを多くཷࡅධれ

ているㅖ国においても、⛣ఫしたぶに連れてこられた子どもたࡕの言語形成࣭学力形成の

ための母語教育の㔜要性は数多く指᦬されています。 

 また、♽国を㞳れて日本の学校文化に㐺応しようとする子どもたࡕは、自分のルーツを

ྰ定しがࡕになり、自信をኻうことが多いことも報告されています。母語学習はそのよう

な子どもの自ᑛឤ情を㧗め、情⥴をᏳ定さࡏ、アイࢹン࢕ࢸ࢕ࢸの形成を促進さࡏ、保護

者との࣑ࢥュニࢣーࣙࢩンを確保し、子どもに♽国と日本のᠱࡅᶫとなるような進㊰㑅ᢥ

のྍ能性を୚࠼ます。 

 そして、このようなᙜ஦者の฼┈のための母語能力育成だࡅでなく、外国につながる子

どもたࡕが多ᵝな言語㐠用能力を持ࡕ、多ᵝな文化を理解できるᏑ在࡬と成㛗することは、

その♫会の国際஺ὶ、国際༠力、外஺、ࣅジࢿスのሙにおいても有Ⅽなࢢローࣂル人材が

㍮ฟされることであり、その♫会の⤒῭的࣭文化的㈨※ともなりうるのです。 
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 さらにクࣛスの中に外国につながる子どもたࡕがいることを኱ษにឤじるような⎔ቃを

作っていくことは、クࣛスメートである日本人の子どもたࡕに国際理解教育、言語ព㆑教

育のᶵ会を୚࠼るなど、教育㈨※を教ᐊにもたらすྍ能性をも⛎めています。 

 以ୖのことから、母語学習をど㔝にධれた言語形成を考࠼るయไ࡙くりは、その子ども

にとっての฼┈であるのとྠ᫬に、日本♫会の言語㈨※の確保のためにも㠀ᖖに㔜要であ

ると言࠼ます。日本語以外の母語を持ࡕ、஧つ以ୖの言語⎔ቃでᬽらしている外国につな

がる子どもたࡕが、学校教育を㏻して学習࣭ᛮ考レ࣋ルの言語力を形成するために、୍人

୍人の言語習ᚓ状況を㋃ま࠼、年㱋発達ẁ㝵に応じて日本語と母語の཮᪉をど㔝にいれた

学習指導をྍ能とする教育指導᪉㔪を確立する必要があることは᫂らかです。そのために、

子どもたࡕをྲྀりᕳく学校教員、教育࢝ࣜ࢟ュ࣒ࣛなどに関ࢃる教育関ಀ者、子どもたࡕ

とその保護者たࡕ、日本人の子どもたࡕの保護者た࣑ࢥ、ࡕュニ࢕ࢸの኱人たࡕ、ᕷẸ活

動に関ࢃるメンࣂーたࡕなど、多ᵝな立ሙの関ಀ者࡬の提᱌として、これをまとめました。

௒ᚋの教育⎔ቃを考࠼るୖで、これを༑分に参考にしていただき、ලయ的なయไ࡙くりを、

ともに進めていただきますようお㢪いいたします。 

2014 年 10 ᭶ 31 日 

外国人児童生徒の言語形成を保障するࣂイࣜン࢞ル教育⎔ቃ᥎進のための 

ᨻ⟇提言プロジェクトጤ員୍ྠ 

 

＊ ࣑࢝ンࢬの஧言語┦஫౫Ꮡ仮ㄝのㄝ᫂とᅗ （省␎）  

 

㸺ලయ的な提᱌㸼 

㸯．➨୍言語を確立さࡏるための日本語指導のᣑ඘とྠ᫬に母語指導の఩置࡙ࡅをしっか

りと考៖してください。 

→日本語指導とྠ᫬に母語をも育成するための指導をྵめた࢝ࣜ࢟ュ࣒ࣛを開発 

たとࡤ࠼、母語教育支援センࢱー校ไᗘの᚟活、ⰱᒇ中➼学校の࢝ࣜュ࢟ュ࣒ࣛの応

用や教ᖌの活用など 

→「子ども多文化ඹ生サ࣏ーࢱー」ไᗘのᣑ඘による母語指導者を㓄ഛ 

→母語指導者㛫のࢿット࣡ーク形成と定ᮇ的な研ಟの実᪋ 

→学校教員࡬の母語学習の必要性理解、教ᐊでできるලయ的な支援᪉法、保護者／ᕷẸ

活動とのࢿット࣡ー࢟ンࢢの᪉法、関連の情報提供などに関する研ಟ実᪋ 

→母語指導者との༠ാయไの促進 

 

㸰．国⡠に関ࢃらず、外国につながる子どもの言語形成のಶู状況をᢕᥱするしくみを作
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 さらにクࣛスの中に外国につながる子どもたࡕがいることを኱ษにឤじるような⎔ቃを

作っていくことは、クࣛスメートである日本人の子どもたࡕに国際理解教育、言語ព㆑教

育のᶵ会を୚࠼るなど、教育㈨※を教ᐊにもたらすྍ能性をも⛎めています。 

 以ୖのことから、母語学習をど㔝にධれた言語形成を考࠼るయไ࡙くりは、その子ども

にとっての฼┈であるのとྠ᫬に、日本♫会の言語㈨※の確保のためにも㠀ᖖに㔜要であ

ると言࠼ます。日本語以外の母語を持ࡕ、஧つ以ୖの言語⎔ቃでᬽらしている外国につな

がる子どもたࡕが、学校教育を㏻して学習࣭ᛮ考レ࣋ルの言語力を形成するために、୍人

୍人の言語習ᚓ状況を㋃ま࠼、年㱋発達ẁ㝵に応じて日本語と母語の཮᪉をど㔝にいれた

学習指導をྍ能とする教育指導᪉㔪を確立する必要があることは᫂らかです。そのために、

子どもたࡕをྲྀりᕳく学校教員、教育࢝ࣜ࢟ュ࣒ࣛなどに関ࢃる教育関ಀ者、子どもたࡕ

とその保護者たࡕ、日本人の子どもたࡕの保護者た࣑ࢥ、ࡕュニ࢕ࢸの኱人たࡕ、ᕷẸ活

動に関ࢃるメンࣂーたࡕなど、多ᵝな立ሙの関ಀ者࡬の提᱌として、これをまとめました。

௒ᚋの教育⎔ቃを考࠼るୖで、これを༑分に参考にしていただき、ලయ的なయไ࡙くりを、

ともに進めていただきますようお㢪いいたします。 

2014 年 10 ᭶ 31 日 

外国人児童生徒の言語形成を保障するࣂイࣜン࢞ル教育⎔ቃ᥎進のための 

ᨻ⟇提言プロジェクトጤ員୍ྠ 

 

＊ ࣑࢝ンࢬの஧言語┦஫౫Ꮡ仮ㄝのㄝ᫂とᅗ （省␎）  

 

㸺ලయ的な提᱌㸼 

㸯．➨୍言語を確立さࡏるための日本語指導のᣑ඘とྠ᫬に母語指導の఩置࡙ࡅをしっか

りと考៖してください。 

→日本語指導とྠ᫬に母語をも育成するための指導をྵめた࢝ࣜ࢟ュ࣒ࣛを開発 

たとࡤ࠼、母語教育支援センࢱー校ไᗘの᚟活、ⰱᒇ中➼学校の࢝ࣜュ࢟ュ࣒ࣛの応

用や教ᖌの活用など 

→「子ども多文化ඹ生サ࣏ーࢱー」ไᗘのᣑ඘による母語指導者を㓄ഛ 

→母語指導者㛫のࢿット࣡ーク形成と定ᮇ的な研ಟの実᪋ 

→学校教員࡬の母語学習の必要性理解、教ᐊでできるලయ的な支援᪉法、保護者／ᕷẸ

活動とのࢿット࣡ー࢟ンࢢの᪉法、関連の情報提供などに関する研ಟ実᪋ 

→母語指導者との༠ാయไの促進 

 

㸰．国⡠に関ࢃらず、外国につながる子どもの言語形成のಶู状況をᢕᥱするしくみを作

  

ってください。 

→現在、外国につながる子どもの日本語支援の必要性の有無は子どもの滞日年数によっ

て定められていますが、文科省が開発している DLA（注①）などを活用し、すべての

子どもの日本語能力および母語能力を正しく評価し、それぞれの子どもに応じた言語

支援メニューを提供できるしくみの確立が必要です。 

→発達障害や精神疾患などが性格に診断できずに放置されないために。 

 

３．日本語を母語としない児童生徒の保護者との連携の促進 

→保護者が自分の子どもの言語形成状況を知らないことが多く、保護者が自信を持って

積極的に家庭での母語学習を学校との連携でできるように情報提供や教材の紹介（注

②）を行うことが必要です。 

→すでに作成されている、学校教員、保護者、母語指導者の理解をすすめノウハウを提

供するためのマニュアルやパンフレット、DVD（多言語）で提供してください。 

 

注①：DLA とは文科省が開発している「外国人児童生徒のための JSL 対話型アセスメント」

であり現在は日本語能力測定のための評価手法であるが簡単な翻訳で母語能力の測定に

も応用され、実際、スペイン語、中国語、韓国語での測定が報告されている。 

 http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/clarinet/003/1345413.htm 

注②：参考になるパンフレット、ウェブサイトは以下です。 

＊ウェブサイト「〜多文化な子どもの学び母語を育む活動から〜」関西母語支援研究会 

 http://education-motherlanguage.weebly.com/ 

＊ウェブサイト「愛知 外国につながる子どもの母語支援プロジェクト」 

 http://www7b.biglobe.ne.jp/~akp/top.html 

＊パンフレット『母語、ルーツにつながる言葉を育てましょう』（仮／作成中） 
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